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建設経済委員会協議会 次第 

 

日時：2021 年 11 月 18 日(木) 9:30～ 

場所：第３委員会室 

 

１ 開  会 

 

２ あいさつ 

 

３ 自己紹介（前半後半それぞれ行います） 

  正副委員長 → 委員 → 当局 → 事務局 

 

４ 協議事項 

 ⑴ 委員会所管事項の事務概要について ＜別紙「事務概要」＞ 

  ＜前半＞ 

【環 境 経 済 部】 環境経済課、大交流課 

【コウノトリ共生部】 農林水産課、コウノトリ共生課、地籍調査課 

【都 市 整 備 部】 建設課、都市整備課、建築住宅課 

  ＜後半＞ 

【各 振 興 局】 城崎、竹野、日高、出石、但東各地域振興課、 

              城崎温泉課 

【上 下 水 道 部 】 水道課、下水道課 

【農 業 委 員 会 】 農業委員会事務局 

 

⑵ 委員会の運営方針について 

    委員会重点調査事項 ＜別紙１＞ 

 

⑶ 各種委員の選出について ＜別紙２＞ 

 

⑷ 委員会の席次について ＜別紙３＞ 

 

５ その他 

 

６ 閉  会 
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午前９時２５分開会 

○委員長（清水  寛） おはようございます。ちょ

っと定刻より早いんですけども、皆さんおそろいに

なりましたので、始めたいと思います。 

 それでは、ただいまから建設経済委員会協議会を

開会いたします。 

 最初に、挨拶ということで、今回、常任委員会の

委員長を初めて拝命しました清水寛です。よろしく

お願いします。 

 建設経済委員会ということで、本当にコロナ後の

地域経済の立て直しという、非常に大きな課題を抱

えてる委員会だと思います。また、人口減少という

ことで、様々な見直しということもどんどん進めて

いかなければならないということで、本当にこの１

年、またこの４年間というのは、正念場の年だと思

ってます。そんな中で、まず１年目の委員長という

ことで、大変重責感じておりますが、ベテランの支

えをいただきながら、また、見ていただいたように、

若い議員がたくさんおられます。そういう意味では、

この若い議員さんのアイデアもしっかり見ながら、

委員長を務めてまいりたいと思いますので、どうぞ

よろしくお願いします。 

 本日の委員会ですが、新型コロナウイルス感染症

対策の関係で、委員会室の密集をできるだけ軽減す

るために、当局職員の前半と後半の２グループに分

けて行いたいと思いますので、ご了承願います。 

 それでは、３番、自己紹介に入ります。今回は役

員改選後の初めての委員会であります。ここで出席

者の皆さんに自己紹介をいただきたいと思います。 

 まずは、委員からということで、改めて、このた

び委員長を拝命しました清水寛でございます。どう

ぞよろしくお願いします。 

○委員（竹中  理） おはようございます。さっき

も話ししてたんですけど、久しぶりの建設経済委員

会ということで話ししてた、５年ぶりぐらいという

ことで、なかなか縁がなかったんですけども、しっ

かりまた委員長を支えてやってきたいと思います。 

 建設経済は本当は所管がいっぱいあるので、本当

にしっかりとやっていきたいというふうに思って

おります。先ほどもありましたけど、若い委員の方

が多いので、しっかり化学反応しながら頑張ってや

っていきたいと思ってます。どうかよろしくお願い

します。 

○委員（荒木慎大郎） 荒木慎大郎です。よろしくお

願いいたします。本当まだまだ勉強不足ではござい

ますので、何かとよろしくお願いいたします。 

○委員（米田 達也） おはようございます。米田達

也でございます。また、どうかよろしくお願い申し

上げます。 

○委員（森垣 康平） 改めまして、おはようござい

ます。森垣康平です。学ぶことがたくさんある新人

ですので、ぜひご教示いただければと思っておりま

す。よろしくお願いいたします。 

○委員（石田  清） 石田清です。久しぶりの建設

経済委員会です。 

○委員（西田  真） おはようございます。私は３

年ぶりの建設経済委員会です。どうぞよろしくお願

いします。 

○委員（須山 泰一） おはようございます。須山泰

一です。まだ分からないことだらけですけど、しっ

かり学んでいきたいと思っております。どうぞよろ

しくお願いします。 

○委員長（清水  寛） 次に、環境経済部から、名

簿順でお願いしたいと思います。 

○環境経済部長（坂本 成彦） おはようございます。

環境経済部長の坂本です。どうぞよろしくお願いし

ます。 

○環境経済部参事（谷口 雄彦） おはようございま

す。環境経済部の参事兼大交流の課長を務めている

谷口と申します。環境経済部は部長も課長を兼ねて

おりまして、振り向いても誰もいないという状況で

す。よろしくお願いします。 

○コウノトリ共生部長（川端 啓介） コウノトリ共

生部長の川端と申します。よろしくお願いいたしま

す。 

○農林水産課長（柳沢 和男） おはようございます。

農林水産課長をさせていただいております、柳沢と

申します。どうぞよろしくお願いいたします。 
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○コウノトリ共生課長（宮下 泰尚） おはようござ

います。コウノトリ共生課長の宮下です。どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

○地籍調査課長（依田 隆司） おはようございます。

地籍調査課長の依田です。よろしくお願いします。 

○農林水産課参事（井垣 敬司） おはようございま

す。農林水産課参事の井垣と申します。よろしくお

願いします。 

○地籍調査課参事（上阪 善晴） おはようございま

す。地籍調査課参事の上阪と申します。よろしくお

願いします。 

○都市整備部長（澤田 秀夫） おはようございます。

都市整備部長の澤田です。どうぞよろしくお願いし

ます。 

○建設課長（冨森 靖彦） おはようございます。建

設課長の冨森と申します。よろしくお願いいたしま

す。 

○建設課参事（北村 省二） おはようございます。

建設課参事の北村と申します。よろしくお願いしま

す。 

○都市整備課長（石田 敦史） おはようございます。

都市整備課長の石田です。どうぞよろしくお願いし

ます。 

○建築住宅課長（山本 正明） おはようございます。

建築住宅課長、お世話になっています、山本です。

よろしくお願いします。 

○建築住宅課参事（谷垣 秀人） おはようございま

す。建築住宅課参事の谷垣でございます。何とぞよ

ろしくお願いします。 

○委員長（清水  寛） 最後に、議会事務局、お願

いします。 

○事務局主幹（小林 昌弘） おはようございます。

議会事務局、小林です。どうぞよろしくお願いしま

す。 

○委員長（清水  寛） ありがとうございました。 

 なお、後半にも委員の皆さんには自己紹介をして

いただきますので、ご了承ください。 

 次、４番、協議事項に入りたいと思います。委員

会所管事項の事務概要についてということで、まず

前半に、環境経済部、コウノトリ共生部及び都市整

備部の順で部ごとに説明、質疑を行い、後半に、各

振興局、上下水道部及び農業委員会事務局という形

で進めたいと思います。 

 なお、委員の皆さん、当局の皆さん、質疑、答弁

に当たりましては、くれぐれも要点を押さえて簡潔

明瞭に行うなど、スムーズな議事進行に格別のご協

力をお願いいたします。 

 また、委員会での発言は、委員長の指名の後、マ

イクを使用して発言者名を名のってから行ってい

ただきますよう、ご協力をお願いいたします。 

 それでは、まず、環境経済部の説明をお願いしま

す。 

 坂本部長。 

○環境経済部長（坂本 成彦） それでは、事務概要

資料の５ページをお開きください。環境経済課の部

分についてご説明をいたします。大丈夫ですか。 

 環境経済課では４項目を説明させていただきま

す。経済課のほうは４つの係がありまして、係ごと

に内容をまとめておりますので、まずは５ページが

経済政策の推進ということで、経済政策係というと

ころの事務分掌を説明いたします。 

 現況と課題については、あえて読み上げません。 

 基本方針といたしまして、市内中小企業の経営の

安定と強化、それから企業間の連携や取引の強化、

そして、事業拡大や起業・創業を促すというふうな

ことを通じて、地域経済を活性化させる環境を整え

るということを目的としております。経済は基本的

に自由な企業活動ですけれども、公として側面的な

支援で環境を整えるという役割を果たしていこう

というものです。 

 概要及び進捗状況、まず１つ目は、内発型産業育

成の推進ということで、ローカル＆グローバルとい

うことをやってますけれども、ローカルという、内

なる産業を育てていくというテーマで取り組んで

おります。 

 近年特徴的なのは、（２）番、成長を目指す企業

や起業に取り組む若者や女性に対して、ビジネス相

談窓口「ＩＰＰＯ ＴＯＹＯＯＫＡ」というものを
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開設をいたしております。月に四、五日程度開設を

して、相談者の相談に応じるというふうな形で、こ

のコロナ禍においてはオンライン主体で行ってま

いりました。起業者も順調に育っておりまして、２

０１９年度から開設いたしましたが、初年度は５名、

２０２０年度も５名で、本年度は今のところ１２名

の方が起業予定、あるいは既に起業済みということ

で進めているところです。 

 それから（３）です。ステップアップ支援補助金、

それから創業支援補助金といった、事業者の方が今

いる場所から一歩でも前に進もうというふうな動

きに対して支援できる補助メニューを設けており

ます。 

 それから（５）番として、豊岡市の経済連絡会議

というものを定期的に開催をいたしております。商

工団体、それから市内金融機関と市とで合同会議と

いうふうなことで四半期に一度開催し、市内の経済

状況を情報共有し合うという場を設けております。

今月、１１月２６日にも開催の予定です。 

 ページ変わって、６ページです。２番、新型コロ

ナウイルス感染症に係る企業支援として、今年度は、

まず（１）低利な融資枠を設けて、３年間、利子補

給を行うという、市の制度融資というものを設けて

実施をしております。 

 それから（２）では、各種補助制度等ということ

で、まず上２つ、小規模事業者への事業継続補助金、

それからステップアップ支援補助金（特別型）とい

うことで、ステップアッププラスと呼んでますけど

も、この２つは事業者への補助メニュー。その下で

す、Ｒｅｆｏｒｍ豊岡というのは建築事業の創出を

図るというふうな事業で、現在進めております。そ

して、下２つは給付策ということで、酒販事業者、

運転代行業者への事業継続支援給付、それから、み

なし法人に向けた一時支援金の給付、こういったも

のを行っております。 

 （３）では商工団体と連携した経営相談会という

ことで、個社の相談窓口の充実を、特にコロナ禍と

いうことで行っております。 

 ３番は環境経済事業の推進ということで、これも

環境経済戦略に基づいて今年度も粛々と実施をし

ております。 

 続いて、７ページは商工振興の推進ということで、

商工振興係というところが持っている事業です。 

 基本方針といたしましては、１段落目に書いてお

りますとおり、市街地の活性化、それから２段落目

に書いておりますとおり、特産業や市内産業の振興、

それから３つ目として、ふるさと納税による市内経

済の活性化というふうなことを方針として取り組

んでおります。 

 概要と進捗状況です。 

 １番、商店街活性化事業への支援というふうなこ

とで、豊岡駅通、宵田商店街などが行う活性化への

取組を支援しておりますが、本年度はコロナ対策と

いうふうなことで、１つは、駅通商店街がプレミア

ム付商品券というのを実施されましたので、ここに

対する補助、これは県と合わせて９３３万７，００

０円ということですけれども、３分の２を県から歳

入をして補助するという形で進めてまいりました。 

 それから２番、中心市街地の誘客促進ということ

で、豊岡１９２５、あるいは公設市場、カバンスト

リート、特にアルチザンやとゞ兵さんといったあた

りを中心に誘客の推進を図っております。 

 そして３番、鞄産業の人材育成支援、地域ブラン

ドの確立というふうなことで、５年間の事業として、

革製鞄あるいは革小物の生産能力育成事業という

のを進めてまいりまして、本年度、最終年度という

ことで、一区切りということになります。財布スク

ールもアルチザンに立ち上げていただきました。受

講者数、書いてますけども、コロナのさなかという

ことで、スクール生の獲得にはちょっと苦戦をして

いる状況にあります。 

 それから、次の８ページに移りまして、伝統産業

の後継者育成ということで、各団体に補助を例年行

っておりますけれども、今、新しい動きとして、こ

の後触れますけど、地域おこし協力隊というものが

後継者の育成に非常に効果を出してきておりまし

て、麦わら細工、今１名、それから、また新たに１

名加わります。それから、杞柳に３名、出石焼に２
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名というふうなことで、若い人たちが伝統工芸を受

け継ぐような動きが生まれてきております。 

 それから、５番はふるさと納税推進というふうな

ことで、本年度新たにＪＡＬふるさと納税という窓

口を導入をし、また、返礼品等も拡充をしながら進

めているところです。１０月末現在では、前年同期

比で１３１％というふうなことで、順調に進んでお

ります。この後、１１月、１２月がピークというこ

とになりますので、引き続き取り組んでまいりたい

と思います。 

 それから、１つ飛んで、経済センサスということ

で、本年度はセンサス調査の年でした。非常にコロ

ナで苦労しましたけれども、何とか調査のほうを終

えたというふうなところです。 

 それから、６、８、９番についてはコロナ対策と

いうことで、各種消費喚起策を行ってまいりました。 

 ６番はＥＡＴ，ＢＵＹ＆ＧＩＦＴ豊岡というふう

なことで、緊急事態で期間を随時延長しながら１０

月３１日まで行ってきたということです。１０月３

１日終えて、利用実績としては、額面５億２，００

０万円の販売をいたしましたけれども、利用率９９．

３％ということになりました。ちょっとまだ精査が

必要な部分はあるかと思いますが、残り３５６万円

程度が残ったというふうな状況ですが、よくここま

で使っていただいたなというふうに思っていると

ころです。 

 それから、８番は宿泊促進事業のクーポン（おみ

やげ券）というものの実績です。 

 ９番はＢＵＹ豊岡かばんということで、先日まで

行っておりました施策です。販売目標額６，０００

万円に到達しそうな勢いでしたので、もう早めに１

４日までということで切上げをさせていただきま

したけれども、それでも追い込みでかなりたくさん

買っていただきまして、販売実績としては７，０４

８万８，０００円というふうなことで、少しオーバ

ーランするような格好になりました。補助額も当然、

この分増えてまいりますけれども、何とか予算内、

流用で対応いたしたいというふうに思っていると

ころです。 

 続いて、９ページは企業支援の推進ということで、

これは企業支援係というものがあります。 

 基本方針といたしましては、企業立地を一つは図

るということで、但馬空港線の近くに産業用地を今、

整備中でして、また、新しい企業を誘致したいとい

うふうに思っております。特にＩＴ企業誘致という

ことも併せて進めているところです。それから、市

の工業界の事務局というふうなものも持っており

まして、そういったところから製造業への支援とい

うものをこの係では担当いたしております。 

 概要及び進捗状況の１、まず、企業立地ですけれ

ども、先ほど触れましたとおり、（３）です。企業

立地可能用地の情報収集と現在は県道但馬空港線

沿線の産業用地整備というものを進めております。

道路整備のほうのスケジュールに影響されるとこ

ろがかなりあるんですけれども、２０２３年度中に

販売開始ということを目指して今取り組んでおる

ところです。 

 （４）です。ＩＴ企業誘致ということで、地方進

出を検討する企業とオンラインによるマッチング

イベントの参加ということを今年初めて取り組み

ました。 

 １０ページの一番上です。株式会社あわえという

ところが主催をするオンラインのマッチングイベ

ントに出展をしまして、ＩＴ関連企業１２社と面談

をいたしました。このうち３社は既に接触を持って

おりますし、６社については、１２月に豊岡に視察

に参加していただけるというふうなことで、９社と

今、やり取りを進めていこうというところになって

おります。 

 ２番のものづくり支援というところですけれど

も、ものづくり支援センターという機能を市に置い

ておりまして、工業系の技術相談に応じております。 

 （２）に書いておりますが、技大にあります兵庫

県のスマートものづくりセンター但馬というとこ

ろ、あるいはＮＩＲＯという新産業創造研究機構、

こういったあたりと連携をしながら、事業者さんの

技術相談に応じるということを随時行っておりま

す。 
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 続いて、１１ページ、最後の項目ですが、移住定

住の推進ということで、これは定住促進係というと

ころが担当をいたしております。 

 課題、方針等を要約しますと、人口減少の緩和に

向けてＵ・Ｉ・Ｊターンの獲得を強化するというこ

とで、そういった人たちと地域、企業とのマッチン

グを図って、地域活性化だとか経済活性化を進めて

いくと、こういう流れにあります。現在、コロナ禍

で非常に地方への移住熱が高まっておりますので、

力を入れている分野になります。 

 概要及び進捗状況のまず１番としては、情報発信

ということで、市の移住ポータルサイト「飛んでる

ローカル豊岡」を通じて発信していくということ。 

 それから、（２）では「ジョブナビ豊岡」という

ものも運営をして、企業とのマッチングも図ってい

るということをやっております。 

 ２番として、相談・支援ということで、市のワン

ストップ窓口を設置して、移住希望者に対する相談

を受け付けております。 

（２）に書いております、民間による移住相談窓口

「暮らしのパーラー」という、こういったものも運

営をいたしておりまして、市で対応できない土日、

祝日の対応ですとか、現地へのアテンド等を行って

いただきながら、厚みを増しているという状況です。 

 それから、１２ページ、（４）には市内のお試し

居住・移住促進住宅というふうなものも設けて、今、

ご利用をいただいているというところです。 

 それから、（５）、（６）では、各種補助制度を

設けて、移住希望者にぜひ豊岡にお越しいただく後

押しをするというふうなことを各種行っておると

ころです。 

 大きい３番、高校生への活動支援ということで、

ここに今いる学生に対しても、出ていってもＵター

ンしてもらうということもすごく大事ですので、ふ

るさとへの愛着醸成を目的として高校生、学校が行

う活動等への支援ということを行っております。１

つは総合学習の支援補助、それから２つ目として、

高校生に、音楽イベントと合わせて豊岡に関わって

もらうというミュージシャン・イン・レジデンスと

いう事業を行ってきました。最終年度になります。

今年度３月にライブを行って、この事業を終えたい

というふうに思っているところです。 

 そして、ジョブサポ豊岡の運営ですとか、５番に

あります地域おこし協力隊ということで、今、力を

入れて進めておる施策があります。この地域おこし

協力隊というのは、一定期間、地方で暮らす、それ

から、地域課題の解決を通して関係づくりをする、

その後定着を促すというふうな、総務省が行ってい

る制度でして、隊員の給与だとか活動経費、そうい

ったものは国から特別交付税として市に措置され

るということがありますので、積極的に今展開をし

ているところです。特に近年、移住スカウトサービ

スＳＭＯＵＴという民間のサイトを用いて、積極的

にＰＲをしておりまして、非常にたくさんの方が応

募いただけるような状況が続いてきています。 

 特に今年は、課題解決型というよりも、自分たち

で起業していく、２年間豊岡で暮らして、その後は

豊岡で起業すると、こういうメニューで募集をいた

しました。募集３名に対して１２名の応募があり、

３名を採用させていただいたというふうなところ

です。 

 協力隊員が定住して起業される場合には、起業支

援の補助金というのもありまして、最大２００万円

ということで、国から１００万円、市から１００万

円ということで、合わせて２００万円が応援できる

制度がございます。ちなみに現在、１０月末現在、

隊員数は４２名ということで、多くの方が豊岡で活

動をいただいております。来年度４月からの活動を

していただきたく隊員を募集するということで、こ

の１２月１日に新たに１０名の募集を行う予定で

す。 

 私からは以上です。 

○委員長（清水  寛） 続けて、大交流課、谷口部

参事。 

○環境経済部参事（谷口 雄彦） お手元の資料１４

ページをお開きください。大交流課につきましては、

多岐にわたる業務を所掌しておりますけれども、１

係１室で業務を行っておりまして、係を細分化せず
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に、プロジェクトごとに柔軟に対応できるような仕

組みを取ってございます。 

 １つ目の情報戦略の推進でございますけども、市

全体の対外的な情報発信を当課で対応してござい

ます。大交流課の基本的な考え方といたしまして、

いわゆる物見遊山といいますか、単なる消費される

だけの観光を超えて、市内の事業者や幅広い人たち

が来訪者と交流することによりまして、何度も豊岡

を訪れ、長く滞在してくれる豊岡ファンを育んでい

きたいというふうに考えています。このため、外向

けの情報発信だけではなくて、内向きの取組も同時

に進めているところでございます。 

 概要及び進捗状況でございますけども、豊岡ファ

ンミーティングの開催としてございます。２００９

年から２０１９年まで、１１回でございますけども、

毎年東京で豊岡エキシビションというイベントを

開催してきました。豊岡の取組をアップデートして

毎年紹介するとともに、メディア関係者やインフル

エンサーや企業などのネットワークづくりに取り

組んできたところでございます。 

 あわせて、有楽町にアンテナショップも開設をい

たしてございました。ただ、東京でのリアルな情報

発信というのは一定の役割を終えたということで、

豊岡に来ていただいてファンを取り込みたいとい

うことで、この取組を企画をいたしましたけども、

今年につきましては、緊急事態宣言によりまして、

開催見送ったところでございます。 

 ２番のメディア招聘の実施でございます。発信力

のあるメディア取材を招致し支援することにより

まして、雑誌等メディアへの露出を高めていきたい

というような取組を進めてございます。 

 ３つ目のコンテンツマーケティング、片仮名ばか

りで恐縮なんですけども、潜在顧客を引き寄せて関

わり合いを持って、宿泊や来訪者につなげて、さら

にファンをつくっていくというようなマーケティ

ングの考え方でございますけども、「大好き豊岡応

援隊」というフェイスブックの運営でありますとか、

公式インスタグラムの運営などをしてございます。 

 次のページ、お開きください。これ、ＴＴＩのほ

うに、豊岡観光イノベーションのほうに委託をして

おりますけども、今年度より国内向けの取組を進め

ておりまして、例えば夏休みには「まってろよ！夏

休み」というキャンペーンを実施しまして、関西を

中心とした親子、家族向けの情報発信を行ったとこ

ろでございます。 

 その他事業でございますけども、地元密着型の市

民球団、ＮＯＭＯベースボールクラブの活動支援も

当課で所掌しているとこでございます。 

 次に、１６ページをお開きください。国内誘客の

推進でございます。新型コロナウイルス感染症の影

響によりまして、人々の生活スタイルや旅に対する

意識が変化するということを見据えまして、新たな

需要を取り込む必要があるというふうに考えてご

ざいます。 

 城崎温泉がかなりよく認知される一方で、市内の

他地域の想起が弱いというような状況があり、市内

の周遊につながってないため、域内の事業者の連携

強化によりまして、市内の周遊や滞在期間を増やす

ためのコンテンツの強化を行うとともに、旅の時期

や目的の偏在傾向の平準化を図っていきたいとい

うふうに考えてございます。 

 概要及び進捗状況でございますけども、合併前、

それぞれございました６地域の観光協会の支援を

してございます。 

 （２）は先ほどの情報発信との重複、再掲でござ

いますけども、ツーリズム協議会に補助金として、

メディア招聘のほうを行っているところでござい

ます。 

 ２番目のカーシェアリング運営事業でございま

すけども、観光等の二次交通として、タイムズモビ

リティの運営オペレーションを活用しまして、市役

所に２台、カーシェアリングの車両を置き、平日の

８時から６時までは市役所の公用車として占用利

用しているとこでございます。 

 次のページ、お開きください。１７ページでござ

います。３番の宿泊旅行商品造成事業です。これは

コロナ前までは閑散期の団体誘客事業として、主に

バスツアーの誘客を中心に行ってきましたけれど
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も、コロナを受けまして、そういった旅行形態が今

後少なくなってくるだろうということを予測をし、

付加価値の高いコンテンツを開発をして、観光消費

額を増やす取組を行ってございます。 

 １つ飛びまして、５番ですけども、玄武洞公園整

備事業を今年度行ってございます。あわせて、有料

化と指定管理制度への移行を考えておりまして、先

般指定管理の候補者が決まったところでございま

す。 

 ６番と７番は関連をしています。まず、７番のほ

うなんですけども、城崎国際アートセンターを活用

したテレワークの拠点整備を行ってございます。城

崎はまち全体が一つの旅館というコンセプトでま

ちづくりをされておりますので、その旅館にあるテ

レワーク拠点ということで整備を進めるとともに、

民間事業者が行うテレワーク拠点の整備事業につ

きまして、必要な経費を補助しているところでござ

います。 

 次、８番でございますけども、話題性のある地域

の特色を生かしたコンテンツの組成や新たなサー

ビスの開発事業につきまして、補助事業を行ってご

ざいます。現在のところ、交付決定数が４件ってな

ってございます。 

 次に、１８ページをお開きください。ご存じのと

おり、新型コロナウイルスの感染拡大によりまして、

１９ページでございます、すみません、インバウン

ドの需要が急激に減ってございます。２０１９年実

績で大体４万６，０００人泊ぐらいの実績がありま

したけれども、２０２１年の途中段階ですけども、

３００人程度にまで激減してございます。現在は来

訪を促すような取組ではなくて、豊岡の現在の状況

などをお知らせするようなことを中心に情報発信

を行ってございます。 

 概要及び進捗状況でございますが、豊岡市外国語

版のウェブサイト「Ｖｉｓｉｔ Ｋｉｎｏｓａｋ

ｉ」というものを豊岡観光イノベーションに運営委

託をしてございます。このウェブサイトを中心にマ

ーケティングを行ってございますけれども、今年度

につきまして、７月のドイツ、スイスのオリンピッ

クボートチーム、これ事前合宿の様子などを発信を

し、流入が増加をしてございます。それから、訪日

の回復が早いとされております繁体字圏向けの「Ｖ

ｉｓｉｔ Ｋｉｎｏｓａｋｉ」を作成をし、フェイ

スブック上でのコミュニケーションを図りながら

情報発信をしてございます。 

 （２）は情報発信拠点、レップと呼んでますけれ

ども、ターゲット市場に情報発信拠点を設置をし、

具体的にはアメリカとオーストラリアとフランス

と台湾でございますけども、情報発信拠点を設置を

し、向こうで編集をしていただき、必要な情報を発

信していただくというような取組も併せて行って

いるところでございます。 

 次に、大きい２番の受入れ体制の強化でございま

すけども、インフォメーション機能の強化というこ

とで、城崎温泉の駅前にあります城崎温泉ツーリス

トインフォメーションＳＯＺＯＲＯを活用し、これ

は全但バスに事業委託してございますけども、外国

人に向けたインフォメーション機能の強化、それか

ら、着地型ツアーの販売促進を行ってございます。 

 それから、（３）ございますけども、今年度、世

界の持続可能な観光地を認証するグリーン・デステ

ィネーションズという機関がオランダにございま

すけども、そこに当課の取組を紹介することにより

まして、１０月５日ですが、世界の持続可能な観光

地２０２１のトップ１００選に選出されました。観

光地としての国際的な認知度向上と、サステーナブ

ルツーリズムに関心の高い観光客の誘客につなが

るものだというふうに考えてございます。 

 次のページ、２１ページでございます。観光デー

タ基盤の構築、我々、観光ＤＸ事業と呼んでおりま

すけども、これまでは過去の宿泊データ等の蓄積に

よりまして、マーケティング等の基礎資料としてき

ましたけれども、今般の新型コロナウイルス感染拡

大によりまして、地域全体の現在の宿泊予約状況を

タイムリーに把握できないということが課題にな

りまして、それを解消するために、地域全体の宿泊

予約のデータを獲得し見える化し、地域の収益性を

高め、経済波及効果を高めたいというふうに考えて
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ございます。 

 概要でございますけども、１は、宿泊予約データ

を自動収集するシステムということで、初年度は城

崎温泉を中心に３０から５０施設を想定をして、毎

日、宿泊予約データをいただいて集約をし、それを

個別の宿泊事業者にフィードバックするというよ

うな仕組みを開発するようなことを想定をし、今現

在取り組んでいるところでございます。 

 進捗状況でございますけれども、この事業も豊岡

観光イノベーションに委託をしておりますけども、

先般、システムの基盤開発事業者の選定が終わり、

現在、業務委託契約の締結に向けて再調整を行って

いるところでございます。 

 次に、２２ページをお開きください。豊岡スマー

トコミュニティの推進ということで、これ、トヨ

タ・モビリティ基金との協働でございます。新型コ

ロナウイルス感染拡大によりまして、疎の価値が見

直されつつあるんですけれども、疎の非効率と弱点

をテクノロジーでカバーをして、スマートコミュニ

ティの実現を目指す取組でございます。 

 進捗状況でございますけども、まず、主要な取組

のところにございますコミュニティへの取組とい

うことで、竹野南地区におきまして、地域交通の在

り方を検討するに当たりまして、世帯主ではなくて、

全世帯員を対象に外出状況のアンケート調査を実

施しましたところ、大変高い回収率で、地域の移動

実態というものを把握をさせていただきました。そ

の結果に基づきまして、現在、竹野南地区におきま

して、新しい交通モードの実証実験を都市整備課の

ほうで実施をしていただこうとしているところで

ございます。 

 ２つ目、３つ目は地域モビリティーへの取組とい

うところで、新しい地域のモビリティーを検討する

に当たりまして、国や県、それから交通事業者、そ

れから福祉事業者などと様々な取組を行ってござ

います。 

 具体的には次のページをお開きください。アは、

訪問看護師・介護士向けのモビリティーの提供の実

証実験でございます。現在、小規模な訪問看護事業

所だとか介護事業所の看護師さん、介護士さんがそ

れぞれ車で運転しながら市内、地域、各地でサービ

ス提供されておりますけども、非常に非効率で重複

してる部分もあるので、そういった目的地が合えば

相乗りしていけるんじゃないかということを仮設

を置いて、現在、実証実験を行っているのがアでご

ざいます。 

 イの福祉送迎車両を用いたちょい乗りの実証実

験につきましては、これは通所施設サービス事業者

が、その施設の会員が、これ目的地が限られてるん

ですけども、目的地以外の買物であったり、それか

ら、例えば娯楽なんかに行きたいときに、いわゆる

正規のサービスを受けている間に少し回り道をし

てあげて、その福祉サービス以外の移動サービスを

提供するということで、これも日高地域で今、実証

実験をしてございます。 

 ウのほうは、介護タクシー運転手の人材活用とい

うことで、介護タクシー事業者さんの空き時間を有

効活用していただこうということで、社協と一緒に

なって、現在、取組を進めているところでございま

す。 

 それから、５のデータ活用の取組につきましては、

オープンデータ化の推進ということで、自治体が所

有します様々なデータを公開することによりまし

て、一定のルールの下、二次利用を許可するという

ことでございますけども、民間から地域課題解決の

方法だとか、新しいビジネスの創出につながるもの

と考えておりまして、データのオープン化を進めて

ございます。 

 それから（３）はビジネスプロセス・リエンジニ

アリングといいますけども、職員の、これ業務改善

と書いておりますけども、業務再構築とか業務再設

計といったほうがいいと思いますけども、そういっ

たこと目的とした職員向けの勉強会。 

 それから、ＱＧＩＳといいますけれども、地図情

報システムに向けた活用の研修会、例えばこれまで

紙ベースで管理をしていた各学校の通学路のデー

タ化だとか、紙ベースで管理していた消火栓だとか

防災水利施設のデータ化などを行ってございます。 
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 ６番、昨日、また出石のほうで報告会ありました

けども、区長さんに様々なお願いをしてます業務の

負担軽減と迅速を図るために、スマートフォンを活

用した実証実験などを出石で行ってございます。 

 次のページ、お開きください。２４ページです。

芸術文化観光専門職大学の連携でございます。但馬

地域念願であった４年制大学がこの４月１日に開

学しましたので、その大学が有する機能や多様な専

門的人材の知識を地域課題解決のために最大限活

用することを目的に連携事業をしてございます。 

 具体的には学校に、１番の（１）でございますけ

ども、概要及び進捗状況の、地域リサーチ＆イノベ

ーションセンターというものが設置をされました

ので、そこに協議会が設置をされ、地域課題と学校

のシーズを合わせるような情報交換会、それから共

有を行ってございます。 

 そうした中で具体的には、（２）でございますけ

ども、今年度事業といたしまして、豊岡市では小学

校、中学校でコミュニケーション教育をしています

けれども、高校のほうにもコミュニケーション教育

を拡大するということで、市内にあります豊岡高校

をはじめ、クラーク記念国際高校まで、高校生を対

象としたコミュニケーション教育のワークショッ

プを実施をいたしました。 

 それから、市内の中学生に大学での模擬講義だと

か施設見学をしていただいて、大学進学への、何で

すかね、モチベーションづくりに取り組んでいると

ころでございます。 

 そのほか、鉄道利用者ニーズの調査分析業務であ

りますとか、コミュニティ・ツーリズムの推進業務

などを大学と連携して行っているところでござい

ます。 

 大きな２番でございますけども、大学を誘致する

に当たりまして、県と地元との協議の中で決めたこ

とでございますけども、８億円、これは但馬定住自

立圏構想ということで、３市２町を代表して市のほ

うが、これ交付金措置をされてございますけども、

８億円を今年度寄附することになってございます。 

 次のページ、お開きください。アーティスト等移

住定住推進事業ということで、一般的な移住定住の

推進につきましては、環境経済課が行っております

けども、アーティスト、クリエーターに特化した取

組を環境経済課と連携をしながら大交流課でさせ

ていただいているところでございます。 

 概要及び進捗状況でございますけども、劇団青年

団と連携することによりまして取組を進め、１０月

３１日現在、ご覧のように、２０２１年度は２名２

世帯が移住をし、２０１８年度からの累計でござい

ますと、１５名の移住に結びついてございます。 

 次のページ、お開きください。豊岡演劇祭の開催

支援でございます、２７ページです。豊岡は深さを

持った演劇のまちづくりを進めておりますけれど

も、これは単に演劇が盛んなまちということではな

くて、生活の様々な場面に演劇的なものであったり、

演劇的な物の考え方などが浸透するまちづくりの

ことを指してございます。そのリーディングプロジ

ェクトといたしまして、豊岡演劇祭の開催を協働で

行っているところ、実行委員会構成し、協働で行っ

ているところでございます。 

 概要及び進捗状況でございますけども、実行委員

会を重ねておりますけれども、本場の演劇祭につき

ましては、新型コロナウイルス感染拡大によりまし

て、残念ながら中止をさせていただいたところでご

ざいます。 

 次に、２９ページ、城崎国際アートセンターの運

営という事業でございます。城崎国際アートセンタ

ーにつきましては、最先端のレジデンス施設といた

しまして、舞台芸術に特化したレジデンス施設とい

たしまして、国内外から高い評価を受けているとこ

ろでございます。 

 概要でございますけれども、大きな事業といたし

ましては、アーティスト・イン・レジデンス事業、

公募等によって選ばれたアーティストを一定期間、

地域に招き、芸術創造活動を支援するものでござい

ます。 

 次のページ、お開きください。進捗状況について

ご説明させていただきます。３０ページでございま

す。アーティスト・イン・レジデンス事業につきま
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しては、前年度に公募をするんですけども、４月以

降、新型コロナウイルス感染症の拡大によりまして、

一部、滞在を中止したアーティストもございます。

特に海外からのアーティストはほぼ中止をしてお

りまして、国内から来ていただいた方に地域交流プ

ログラムの実施などをしていただいているところ

でございます。 

 大交流課からは以上です。 

○委員長（清水  寛） 説明は終わりました。 

 質問等ありましたら、順次お願いします。 

○委員（西田  真） ちょっと休憩取ったらどうで

すか。 

○委員長（清水  寛） 休憩しますか。 

○委員（西田  真） すぐ質問出えへんでしょう。 

○委員長（清水  寛） そうですか。 

○委員（西田  真） 出ますか。 

○委員長（清水  寛） そうしたら、ちょっと暫時

休憩をしたいと思います。再開は２０分ということ

で。 

午前１０時０８分休憩 

──────────────────── 

午前１０時１８分再開 

○委員長（清水  寛） それでは、会議を再開しま

す。 

 質疑はございませんか。 

 西田委員。 

○委員（西田  真） 時間の制限もありますんで、

あんまりようけは聞きませんけど、それなりに。 

 まず、６ページのＲｅｆｏｒｍの関係です。交付

決定が９３７件の決定額、２億２，９００万円ぐら

いの金額ですけど、これ１月末の予定なんですけど、

業者のほうからもうちょっと延長ができないかと

いう話があるんですけど、その辺の見解をお聞かせ

いただきたい。なかなか立て込んどって、業者も大

変みたいなんですが、そういう状況も聞いておられ

ると思うんですけど、その辺の見解を教えていただ

きたい、それが１点。 

 そして、１１ページの移住定住の件です。ちょっ

と待ってくださいよ、２０２１年１０月末現在で４

２名ということなんですけど、活動中の旧市町単位

の隊員数、また、起業されてる方が今まであると思

うんですけど、旧市町単位の活動数、そして、業種

も教えていただければと思います。その上で、内容

ですね、ちゃんと収支がどうなってるかどうかも含

めて教えていただきたい。 

 そして、１７ページ、玄武洞公園の整備事業、整

備事業の完了時期及び有料化の時期、指定管理の募

集時期とか、そういうの決まっとるか、これからか

なんか、その辺も教えていただきたい。 

 そして、１８ページ、夢但馬周遊バスたじまわる、

運休が８月２８日から９月２６日で、１０月２日か

らの運行再開ということですけど、それ以降の状況

をちょっと教えていただきたい。 

 そして、２３ページ、ＢＰＲ、ビジネスプロセス・

リエンジニアリング研修とかＱＧＩＳ研修、ちょっ

とよう分からへんですけど、この内容と対象と受講

者数、受講者の反応等、教えていただきたい。 

 そして、市民ＤＸの取組ということなんですけど、

出石地域で実施して、他地域への展開を検討という

ことでありますけど、これ、通報はどんなことを想

定しとるのか、そして、地元要望はデータで要望し、

結果もデータで終わるということなんでしょうか、

この辺も教えていただきたい、以上。 

○委員長（清水  寛） それでは、答弁のほう、坂

本部長。 

○環境経済部長（坂本 成彦） まず、Ｒｅｆｏｒｍ

豊岡のほうなんですけれども、エントリー申請をい

ただいて、その後、正式に申請をいただいて交付決

定するということなんですけど、７割ぐらいの方は

今、既に、もう処理が済んでおるんですけど、やは

り３割ぐらいが残ってるということがあって、１月

末の工期ということもありますので、無申請の方々

にもう１軒１軒電話をさせていただいて、今の状況

どうですかと、１月末に間に合いそうですか、ある

いはもう申請されませんかみたいなことをローラ

ーで電話で確認をいたしております。まだ終わって

ない部分もあると思いますけれども、エントリーは

したけどもやめますというふうな方もかなりおら
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れて、その方はもう取下げということになりました。

大方の方は１月末までで何とかいけると思います

ということです。 

 でも、議員おっしゃったとおり、少ない数ですけ

れども、ちょっと物が入ってこないんで、まだどう

なるか分かりませんみたいなこともあります。これ、

臨時交付金が当たってる事業ですので、やっぱり年

度内にどうしても終えなきゃいけないということ

がありまして、１月末という設定をしておりますけ

れども、僅かながらそういう方があるとしたときに

どこまで引っ張れるのかということは、ちょっと様

子を見ながら対応させていただくしかないかなと

いうふうに思っているところです。言いましたとお

り、大方の方は期限内に済んでいただけるような、

今、手応えでおります。 

 それともう一つ、地域おこし協力隊のほうなんで

すけど、隊員の一覧は持ってきてるんですけど、ち

ょっと地域別にまとめて、今すぐ数字がお答えでき

るような資料じゃありませんので、ここはもうちょ

っと資料にしてお渡ししたほうがいいかなと思い

ますので、もしそれで了承していただけるんでした

ら、そうさせていただけたらと思います。 

○委員長（清水  寛） はい、そうしたら、資料と

して提出お願いします。 

 谷口参事。 

○環境経済部参事（谷口 雄彦） ＢＰＲ研修につき

ましては、いわゆるＢＰＲというのが、どういった

らいいんでしょうか、一般的には業務全体のプロセ

スには変更せずに、業務の一部の無駄をなくすこと

を業務改善という言い方をしてるんですけども、こ

のＢＰＲっていうのは業務の仕方、フローから見直

したり、組織の在り方だとか、全般的に見直すとい

うような定義になってございます。 

 具体的な受講者数については、ちょっと今把握を

しておりませんので、後ほどまた、資料で提出させ

ていただきたいと思ってます。例えば、聞いたとこ

ろによりますと、有害鳥獣を捕獲をして、市のほう

に申請し、助成金をいただくというような業務の改

善なんかに検討されたというようなことを聞いて

ございます。 

 それから、区長ＤＸにつきましては、これまで紙

媒体で市役所の振興局等に提出していたり、写真を

貼り付けて提出していたものを、その現場の写真を

撮って、ＬＩＮＥで報告をするというような取組を

してるというふうに聞いてございます。 

 この豊岡スマートコミュニティ推進機構の全体

的な取組の調整は大交流課でしておりますけども、

各個別の業務につきましては各課で独自に行って

いるという実態ございます。以上でございます。 

○委員長（清水  寛） あと、玄武洞公園と夢但馬

の再開状況とかいう。玄武洞公園の指定管理につい

ての現状の状況と。 

 はい。 

○環境経済部参事（谷口 雄彦） 玄武洞公園の指定

管理事業者につきましては、先般の財政課のほうで

審査会行われまして、候補者が決定したというふう

に聞いておりますけども、今度、１２月議会で指定

管理の議案のほうを上げさせていただくこととな

ろうかと思ってございます。 

 それから、夢但馬周遊バスにつきましては、県の

事業でございまして、但馬各地を周遊するコースを

県が設定をし、そのバス停の数だとかによって案分

をしているとこでございますけども、なかなか利用

が伸びてないのが現状で、これは旅前にこういった

周遊バスがあるということを認知していただくこ

とが非常に難しくて、来てみて知るんだけれども、

自分としてはもう行程を組んでしまっていて、なか

なかご利用されないというのがご利用が低調な理

由だというふうに県からは聞いてございます。 

○委員長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） 答弁していただきまして、ま

た再質問をさせていただきたいんですけど、Ｒｅｆ

ｏｒｍの分は３割弱がまだということで、電話対応

で取下げ等もそこそこあるということで、数件がま

だということもあって、若干延びる可能性もあると

いうことで、それは個々の対応という格好でよろし

いでしょうか、その辺ちょっと聞かせてください。

業者からもその辺はどうなんでしょうか、もうちょ
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っと延びないですかねっていうような相談も聞い

てますんで、その辺の対応は個々でまたいけるとい

う話でよろしいんでしょうか。 

○委員長（清水  寛） 坂本部長。 

○環境経済部長（坂本 成彦） 個々の状況を、どれ

ぐらいその数があるのかっていうことを把握した

上で、市としてどういう、繰越しも含めて、検討す

るのかというところは最終的な判断になるという

ふうに思います。 

○委員（西田  真） それはいつ頃最終判断されま

すか。 

○委員長（清水  寛） 坂本部長。 

○環境経済部長（坂本 成彦） まだ、今の時点では

はっきり分かりません。もう少し際になってこない

とというふうなことになりますけれども。そのとき

は、またご相談させていただきたいなというふうに

思います。 

○委員長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） ぜひその辺はよろしくお願い

しときます。また、その時期になったら、来年の１

月末っていったらすぐですんで、その辺は事前にま

た情報をください。よろしくお願いします。 

 そして、あと、後日、資料提出というのが２件ぐ

らいあったんですけど、活動中の地域おこしの分と、

そして玄武洞か、ごめんなさい、ＢＰＲか、その辺

も、また資料を後で提出いただくということでよろ

しくお願いしときます。 

 そして、玄武洞公園のほうは審査会でもう決定と

いうことで、１２月議会のほうでまた出されるとい

うことで、その辺はよろしくお願いしたいと思いま

すし、整備事業の完了時期と有料化の時期をまだ聞

いてなかったと思うんですけど、それをちょっと教

えてください。 

○委員長（清水  寛） 谷口部参事。 

○環境経済部参事（谷口 雄彦） 計画といたしまし

ては、今年度中に事業を完了し、来年度早い時期に

有料化の取組を進めたいというふうに考えてござ

いますけども、県道の整備状況にも影響されること

になって、取り合い工事でございますので、そうい

ったこともございますので、県道の進捗状況と調整

しながら取り組んでまいりたいというふうに考え

てございます。 

○委員長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） そうしたら、今年度末に事業

は完了ということで、４年度早々にという格好で有

料化をするということでよろしいんですね。 

○委員長（清水  寛） 谷口参事。 

○環境経済部参事（谷口 雄彦） そういったことを

目標に進めておりますけども、種々、状況によりま

して、それが延びることも状況としてはあり得ると

いうふうに考えてございます。 

○委員長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） ぜひその辺を含めて、状況が

分かり次第、早めに報告のほう、よろしくお願いし

ときます。 

 そしてもう１点、市民ＤＸなんですけど、この通

報いうのはどんなことを想定されてるかいうのは

ちょっとお聞かせいただきたいのと、出石の分で、

今、実際にもうＬＩＮＥみたいな格好でやっておら

れるということを聞いたんですけど、区長さんの反

応みたいなんをちょっとお聞かせいただきたいと

思います。 

○委員長（清水  寛） 谷口参事。 

○環境経済部参事（谷口 雄彦） 中心は出石振興局

がやっておりまして、詳細まではちょっと承知をし

ておりませんけども、例えば工事が必要のような箇

所を区長さんが現場で写真を撮られて、それをその

ままＬＩＮＥで振興局に送られるというようなこ

とをやっとられるというふうに聞いてございます。 

 ただ、なかなか、区長さんによってはそういった

デジタルのデバイス使うのにお慣れでない方もい

らっしゃるので、そういったところのハードル下げ

ていくのが課題だというふうには聞いてございま

す。 

○委員長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） ぜひ、出石地域のほうでは実

施して、そういうふうな状況を見ながらやっていた

だくのは大いに結構ですし、ほかの区長さんらにも、
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ほかの地域ですね、その辺もやっていただけるのは

大いに結構なんですけど、先ほど言われたように、

もう紙ベースしかできない方もたくさんおられま

すんで、その辺はどっちもいけるような格好でお願

いしたいと思いますし、データで要望して、結果は

データでされるんかどうか分かりませんけど、やっ

ぱり対面の説明とかその辺も十分必要だと思いま

すんで、その辺も踏まえて重々検討していってくだ

さい。よろしくお願いします。以上です、委員長。 

○委員長（清水  寛） ほかありますか、あと１人。

誰もいいですか。 

 荒木委員。 

○委員（荒木慎大郎） インスタグラムのＴｏｙｏｏ

ｋａｃｉｔｙのフォロワー数が１，２６９人という

話なんですけれども、この配信の対象というのは、

外に向けてなのか豊岡市内に向けての配信をされ

ているのかなっていうのをちょっとお聞きしたい

なと思います。 

○委員長（清水  寛） 谷口参事。 

○環境経済部参事（谷口 雄彦） 大交流課として、

基本的には外向けの配信を意識をしておりますけ

ども、当然、そこ区分けをして配信してるわけでご

ざいませんので、フォロワーの方には当然、市民の

方もいらっしゃいますし、多くの市民に知っていた

だくことも非常に大事だというふうに考えてござ

います。 

○委員長（清水  寛） 荒木委員。 

○委員（荒木慎大郎） ありがとうございます。以上

です。 

○委員長（清水  寛） ほか、よろしいか。じゃあ、

先行きますよ。 

 じゃあ、次に、コウノトリ共生部の説明をお願い

します。 

 柳沢課長。 

○農林水産課長（柳沢 和男） 農林水産課の事務概

要は３１ページから４２ページまで８つあります。

３１ページの農業ビジョンの推進から３８ページ

のコウノトリ育むお米のブランド化までを私、柳沢

が説明をさせていただきます。３９ページの農業用

施設管理及び基盤整備促進事業から４２ページの

水産業の振興までを井垣参事が説明をさせていた

だきます。よろしくお願いします。 

 では、３１ページをご覧ください。農業ビジョン

の推進についてです。現況と課題、基本方針ですが、

農家戸数の減少、農業従事者の高齢化により、農業

を支える人材不足が進んでいる状況がございます。

このため、２０１９年度末に策定をしました農業ビ

ジョンに沿って、１０年先を見据えて農業を守る取

組を展開することとしております。 

 ビジョンでは、持続可能で幸せを感じる社会の実

現に貢献する農業のあり方を豊岡グッドローカル

農業と表現して進めることとしております。 

 概要につきましては、農業ビジョンの取組を具体

化し推進するため、農業ビジョン推進委員会を設置

をして進めてきております。この議論に当たりまし

て、総務省の地域活性化起業人交流プログラムを活

用し、外部人材を１名、配置をさせていただいてお

ります。 

 ３２ページの進捗状況でございますけども、ビジ

ョンを具現化する取組について意見交換する農業

ビジョン推進委員会をこれまで２回、そして昨日、

３回目を開催をさせていただきました。現在、具体

的にどんなプロジェクトをするのかということを

委員の皆さんに議論をいただいておるような状況

でございます。この中から具体的なプロジェクトを

定めて、展開をしていきたいというふうに思ってお

ります。 

 委員の名簿をつけておりますので、ご清覧をいた

だきたいと思います。 

 地域活性化起業人交流プログラムによる外部人

材につきましては、そこに書いてありますとおり、

株式会社地域計画建築研究所のほうから１名、派遣

をいただいておる状況でございます。 

 情報発信としましては、ＳＮＳを活用して随時に

行っておりますけれども、それぞれのフォロワー数

については記載のとおりでございます。ご清覧をく

ださい。 

 続きまして、３３ページをご覧ください。有害鳥
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獣対策事業の推進についてです。現況と課題、基本

方針ですが、野生動物による農作物被害は後を絶た

ず、農業者にとって大きな問題でございます。農業

者の生産意欲の減退、農地の荒廃につながっていき

ますので、継続した対応が必要でございます。この

ことから、従来から行っております獣害防護柵や捕

獲柵等の設置による防除対策を行うとともに、捕獲

対策として第３期のシカ有害被害撲滅大作戦、２０

２０年度から２０２２年度でございますけれども、

年間捕獲６，５００頭を目標に推進をしております。 

 概要についてですが、防除対策は防護柵等の設置

に対する補助の実施、有害鳥獣対策員に加えて、地

域再生協働員、県版の地域おこし協力隊でございま

すけれども、配置を継続しております。 

 捕獲対策につきましては、狩猟免許取得への補助

を行って、後継者育成を図っておりますし、また、

有害鳥獣捕獲班に駆除業務を委託をして継続実施

しております。 

 進捗状況につきましては、３４ページに記載をし

ておりますけれども、防除対策につきましては、国

県の支援を受ける鳥獣被害防止総合対策事業とし

て、７地区で実施をさせていただいております。市

の制度によるものは、防護柵が１農会、捕獲柵が６

農会で実施済み、または申請中というふうな状況で

ございます。個人に対する補助として、高齢者等農

作業生きがい対策事業、ニホンザル被害対策事業と

いうふうなことで、柵とか電気柵等の支援でござい

ますけれども、実施をさせていただいております。

記載のとおりでございます。 

 駆除対策につきましては、捕獲班に委託をさせて

いただいておりますけども、特にシカの関係につき

ましては、９月末現在で２，９４５頭というふうな

捕獲数でございます。昨年に比べて１６５頭少ない

という状況ではございますけれども、順調な捕獲数

かというふうに認識をしております。 

 続きまして、３５ページをご覧ください。新規就

農者の確保・育成事業の推進（豊岡農業スクール開

校事業、若手農家支援）に向けた取組についてです。

現況と課題、基本方針ですが、先ほども申し上げま

したとおり、農家数の減少と高齢化が顕著に現れて

おります。このままでは農業を支える人材が不足す

るということは明らかでございます。このことから、

新規就農者を増やすことが必要であり、特に若者や

市外からの移住者を対象に就農を進めるというふ

うな方針を持っておりまして、技術を学ぶ農業スク

ールの実施、そして、農業を始める際の初期投資費

用の支援を行うこととしております。 

 概要についてですが、本年度も農業スクールによ

る研修と就農時の資金提供、設備導入補助を継続実

施をしております。 

 進捗状況につきましては、農業スクールは今年度

３名が入校しました。２名が４月から入校し、１名

が後半、１０月からというふうなことで３名入って

おります。昨年度からの継続者が２名ということで、

５名が今研修をしているというふうな状況です。 

 研修の内容等につきましては、記載のとおりでご

ざいます。 

 新規就農総合支援事業につきましては、農業次世

代人材投資資金ということで、年間１５０万円でご

ざいますけれども、この給付を１６名に交付を予定

をさせていただいております。 

 あと、園芸用ハウスの整備補助を１名に予定して

るというふうな状況でございます。 

 続きまして、３７ページをご覧ください。コウノ

トリ育むお米のブランド化（海外輸出の推進）につ

いてです。現況と課題、基本方針ですが、コウノト

リ育む農法による栽培面積は２０２０年度に４２

５．７ヘクタールまで伸びてきました。今年度集計

をしますと、４３４．６ヘクタールというふうなこ

とでございます。このコウノトリ育むお米は一般の

お米の約１．２倍から１．５倍の価格で買い取られ、

生産者所得の向上につながっておるというふうな

ことでございます。このことは、消費者は高くても

コウノトリ育むお米に価値を見いだしていただい

て購入していただいているというふうなことでご

ざいますが、さらにブランド力を高め、消費拡大を

進めていくことが必要だというふうに考えており

ます。持続可能な強い豊岡農業を確立するため、コ
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ウノトリ育む農法による栽培面積の拡大と育むお

米の消費拡大をさらに進めていくというふうな方

針です。 

 概要につきましては、当初、海外の取組として、

アメリカ、オーストラリア、香港の３か国を中心に、

渡航してプロモーションをするというふうな予定

をしておりましたけれども、新型コロナウイルスの

感染拡大によりまして、現地へ行くということがで

きてないという状況でございます。 

 進捗状況ですが、国内、海外とも、新型コロナウ

イルス感染症の拡大の影響によりまして、予定した

取組が進んでおりませんけれども、緊急事態宣言が

解除され、ようやく国内の流通業者との情報交換等

ができるようになってきましたので、今後の動向を

把握して対応していきたいというふうに思ってお

ります。 

 海外への渡航はできておりませんけれども、ウェ

ブによるオンラインでの販売プロモーションを開

催をさせていただいておりまして、ヨーロッパ向け

に実施をさせていただいたというふうなことでご

ざいます。６月５日にはスイス向けに、１０月３日

にはフランス向けというふうなことで実施をして

おります。 

 私のほうからは以上でございます。 

○委員長（清水  寛） 井垣参事。 

○農林水産課参事（井垣 敬司） 引き続き３９ペー

ジをご覧ください。農業施設管理及び基盤整備促進

事業についてです。今年度も市が直接管理していま

す広域基幹農道の維持管理、また土地改良区など、

農業者の皆さんの要望にお応えするための事業を

進めているところです。 

 概要及び進捗状況をご覧ください。まずは、事業

主体が兵庫県の案件から、大きい１、北但地区農道

橋耐震化及び長寿命化事業です。下の進捗状況をご

覧ください。耐震化事業の進捗率は１０％です。ま

た、長寿命化事業は今月下旬に契約予定とお聞きし

ています。 

 以降の分につきましては、事業主体が市になるも

のでございます。大きい２、基幹農道トンネルＬＥ

Ｄ化事業です。今年度は神美トンネルの照明施設を

ＬＥＤ灯に更新する工事を実施しています。進捗は

記載のとおりです。 

 大きい３、農免農道安全対策事業です。日高町山

宮地内のブロック積み擁壁に変状があり、その対策

のために現在、詳細設計を行っているところです。 

 大きい４、内町地区圃場整備事業は、今年度から

詳細設計など、本格的に事業が動き出しているとこ

ろです。進捗状況は記載のとおりです。 

 次に、４０ページをご覧ください。多面的機能支

払交付金事業です。基本方針に、地域共同による農

地及び農業用施設の保全管理活動として、共同活動

の支援を行う、また、長寿命化活動支援を行い、老

朽化が進む農業用用排水路などの長寿命化のため

の補修、更新を促進するとしております。 

 概要及び進捗状況をご覧ください。大きい１、共

同活動への支援です。対象及び単価は記載のとおり

で、１２１組織への交付額は１億３，９５１万４，

０００円となります。 

 大きい２、施設の長寿命化への支援です。同じく

ご覧いただいたとおりで、９０組織への交付額は８，

４７２万７，０００円となります。今現在は各組織

の皆さんにおいて、実績報告書の作成準備を行って

いただいておるところです。 

 ４１ページをご覧ください。林業の振興について

です。概要及び進捗状況をご覧ください。大きい１、

市行造林事業は、保育業務１１．８３ヘクタールを

３か所にて、作業道開設７５０メートルを１か所で

実施中でございます。進捗は記載のとおりです。 

 大きい２、森林管理１００％作戦推進事業は、森

林所有者の方々造林事業などを行う間伐や作業道

を開設に対し、一部を県と市が連携して補助を行う

もので、ご覧の事業量を実施中でございます。 

 大きい３、針葉樹林と広葉樹林の混交林整備事業

です。高齢人工林を対象に、林業事業者が事業主体

となっていただきまして、災害に強い森づくりを目

指して、３か年サイクルを基本に行うものでござい

ます。ご覧の事業量に対して、現在、兵庫県への補

助金交付申請を行っているところです。財源は県費
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１００％で、県民緑税が充当されているところです。 

 次に、大きい４、森林環境整備事業です。森林環

境譲与税を財源としています。 

 （１）豊岡市林業ビジョン検討委員会は、現在ま

で２回を開催いたしました。本年度にもう１回開催

したいというふうに考えているところです。 

 （３）森林環境保全対策事業補助金です。林道の

補修や緊急度の高い危険木の伐採など、比較的小規

模な森林の課題を改善するための補助制度を新設

したものです。 

 続きまして、４２ページをご覧ください。水産業

の振興についてです。 

 基本方針をご覧ください。２０１７年度に策定し

た豊岡市水産業振興基本計画に明記されています、

以下にあります４つの重点方策アクションプラン

に基づき事業を実施しているところです。 

 概要及び進捗状況をご覧ください。但馬漁業協同

組合さんが実施されています津居山港水産基盤再

編更新計画検討業務に係る支援についてはご覧の

とおりで、進捗率は５０％とお聞きしています。 

 農林水産課の主要な事業の概要は以上です。 

○委員長（清水  寛） 宮下課長。 

○コウノトリ共生課長（宮下 泰尚） 資料は４３ペ

ージをお開きください。 

 豊岡で２００５年に日本で初めてコウノトリの

野外の試験放鳥が実施されて１６年がたちます。こ

れまでの間、近隣でいえば、隣の養父市や朝来市、

遠くでいえば千葉県野田市などで放鳥が行われ、ま

た、各地で進む環境整備によって繁殖地は１府６県

にまで広がっております。そして、野外で暮らすコ

ウノトリは２６０羽を超えました。この広がりに合

わせまして、コウノトリをシンボルに環境づくり、

地域づくりを行おうと考える地域も現在増え始め

てるところです。そして、コウノトリの生息地を保

全する私たちの取組や、その取組を経済と共鳴させ

るためのヒントを得たいというような形で視察に

訪れる方々も多くなっています。 

 本市としましては、市民等との協働による生息環

境整備やコウノトリを核とした地域づくりをこれ

まで以上に進めるという基本方針の下、これまでの

取組を時代に見合う形で微調整しながら継続して

いくこと。また、自然再生アクションプランを中心

として、市民の自主的な行動を促し、市民一人一人

が全ての命を尊重し、人と自然が共生するまちづく

りを実践することを目標として現在取組を進めて

いるところでございます。 

 業務の概要について説明しますが、大きく分けて

３つございます。 

 まず１つ目、コウノトリと共に生きるまちづくり

の推進についてです。 

 これは、コウノトリの生息数に比例して増え続け

る負傷個体の対応であったり、ハチゴロウの戸島湿

地や水田ビオトープの生息地保全、また民間と協働

した山、里、川の一体的な利活用の推進を中心に進

めておりまして、生き物へのまなざしと命への尊重

を柱に事業を進めております。 

 また、私たちの取組を日本、そして世界へ情報発

信するために、多言語に翻訳したドキュメンタリー

「ＫＯＵＮＯＴＯＲＩ」のホームページ上での公開

であったり、ＮＰＯと協力したコウノトリの目撃情

報の見える化支援なども行っております。 

 さらに、本年１０月末日ですが、７年ぶりにコウ

ノトリ未来・国際かいぎを開催いたしまして、関係

者を中心に広域的にコウノトリの野生復帰につい

て議論したところです。 

 次に、４４ページをお開きください。２つ目の項

目、次世代育成・交流についてです。 

 各校の環境学習を通じまして、ふるさと教育を推

進するとともに、同じような取組を進めている県外

他校との交流を進めています。また、市が主催する

コウノトリＫＩＤＳクラブの活動等を通しまして、

自ら考え行動する子供たちの育成を進めていると

ころです。 

 最後に３つ目。コウノトリ野生復帰を進めるため

に絶対に必要な、全ての命を育む生物多様性確保の

推進についてです。 

 自然再生アクションプランの実践であったり、市

民の自然再生活動、また、高校生の研究活動支援、
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それから、アベサンショウウオやザゼンソウといっ

た希少種の保全等を行っているところでございま

す。 

 説明は以上です。 

○委員長（清水  寛） 地籍調査課、依田課長。 

○地籍調査課長（依田 隆司） 資料４５ページをご

覧ください。地籍調査事業の推進について説明いた

します。 

 地籍調査は、国土調査法に基づき、一筆ごとの土

地の所有者、地番、地目を調査し、筆界を確認し、

面積の測量を行い、成果として地籍図及び地籍簿を

作成します。その成果は、土地権利者等の閲覧、国

や県の認証を受けた後に法務局へ送付し、既存の登

記簿、地図が修正されます。 

 現況と課題ですが、現在は、国が重点的に推進し

ます防災・減災対策に資する土砂災害等の危険箇所

や公共事業連携を図れる区域を中心に調査を推進

しています。 

 特に公共事業連携では、先行地籍調査事業により

まして、山陰近畿自動車道の豊岡北から竹野間では、

江野、竹野町林、坊岡の現地立会い調査を実施して

います。また、豊岡北から城崎方面におきましては、

公表されています２キロ幅内で一部地域に着手す

ることとしています。 

 これらに加えまして、今まで北近畿豊岡自動車道

関係で調査してまいりました区域に隣接する箇所

など、平野部の調査を進めていく方向ですが、国が

調査重点箇所とする災害対策に資する区域との合

致が非常に難しくなってきておりまして、調査の進

め方が課題となっております。 

 なお、登記修正を完了しました区域は、地籍調査

事務支援システムを活用しまして、地籍調査の成果

管理と一筆図証明などの発行を行っております。 

 概要及び進捗状況ですが、地籍調査は一つの区域

を通常３年で完了させます。 

 １番の進捗率ですが、今年度末で１２．９％とな

る見込みです。 

 ２番の調査図素図作成、図根三角測量ですが、こ

れは主に現地立会い調査前の準備で、１年目の工程

です。全区域作業中です。 

 ３番の現地立会い調査、詳細測量ですが、これは

２年目の工程です。筆界確認の現地立会いは全区域

終了しました。現在は測量を実施しています。 

 ４番の地籍簿案・地籍調図案作成、閲覧ですが、

これは３年目の工程です。全区域、地籍簿、地籍図

案は作成済みで、１０月に閲覧を終了しました。現

在、国や県への認証請求に向け、申請書類を作成中

です。 

 ５番の地籍調査の成果管理ですが、地籍調査事業

支援システムによりまして、調査完了しました箇所

を順次登録し、管理しています。 

 説明は以上です。 

○委員長（清水  寛） 説明は終わりました。 

 質疑というところなんですけども、ちょっと時間

の都合上、お一人、誰かあれば。 

○委員（西田  真） よろしいか。 

○委員長（清水  寛） １点お願いします。 

○委員（西田  真） １点だけか。 

○委員長（清水  寛） １点でお願いします。時間

がありませんので、申し訳ないです。 

○委員（西田  真） ４５ページの地籍の関係です。

ちょっと１点だけということですので。この閲覧期

間というのは終わってからどれぐらいの期間で、ど

こで閲覧ができるんか、その辺を教えていただきた

いです。 

○委員長（清水  寛） 地籍調査課長。 

○地籍調査課長（依田 隆司） 閲覧におきましては、

前年度に立会い調査を行っていただきまして、その

結果の閲覧になります。ということは、立ち会いし

ていただいてから１年後の、今年ですと１０月の１

日から１０月２１日まで２０日間、閲覧期間を設け

まして、朝８時半から５時１５分まで豊岡市役所２

階の地籍調査課の８番窓口で閲覧を行いました。そ

のうち、夜１日だけですけども、各実施しました区

域に出向きまして、地元閲覧もしてきた次第でござ

います。以上です。 

○委員（西田  真） 委員長、よろしいか。 

○委員長（清水  寛） 西田委員。 
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○委員（西田  真） １０月１日から１０月２１日

の２０日間、８時半から５時１５分、市役所２階と。

そして、地元でも１日間ということがあったんです

けど、これは何か規定で決まっとるもんなんですか。 

○委員長（清水  寛） 依田課長。 

○地籍調査課長（依田 隆司） その閲覧の期間は決

まっておりますですけども、地元閲覧は、なかなか

閲覧に来れない方とか、要は今までから、こちらか

ら地元へ出向いて少しでも多くの方に閲覧してい

ただくという方策を取っております。規定ではない

ですが。 

○委員（西田  真） 委員長、もう１点だけ。 

 地元閲覧は１日間じゃなしに、もうちょっと、せ

めて２日ぐらいやっていただきたいと思います。な

かなか、平日なんでしょう、これ。 

○地籍調査課長（依田 隆司） 平日の夜を主にお願

いしております。 

○委員（西田  真） やっぱり仕事やなんかもあっ

たりして、残業やなんかもあるんで、１日間で見て

くれいうのは、市役所にもなかなか来れてへんし、

やっぱり地元は最低２日間ぐらいは予定していた

だきたいし、その辺は区長さんを通じて周知を必ず

するように。知らん間に閲覧が終わっとったいうこ

とがないように、よろしくお願いしときます。 

○地籍調査課長（依田 隆司） 今後検討したいと思

います。 

○委員（西田  真） よろしくお願いします。 

○地籍調査課長（依田 隆司） ありがとうございま

す。 

○委員長（清水  寛） 続いて、都市整備部の説明

をお願いします。 

 冨森課長。 

○建設課長（冨森 靖彦） 建設課からは２点報告を

させていただきます。 

 まず、４６ページをご覧ください。市道整備の推

進です。 

 市域内のネットワークとなる幹線道路につきま

しては、豊岡市道路整備計画に基づきまして整備を

進めております。 

 概要及び進捗状況ですが、まず、１番の豊岡市栃

江地内の奈佐川に架かります市道福田宮井線栃江

橋につきましては、既に今年度の工事を発注済みで、

現在、橋梁の取り合い部の工事、それからＵ型水路

や遊水地の工事を施工中です。 

 ２番目の出石町上野の、こちらは出石川に架かっ

ております市道上野線、上野橋の道路整備につきま

しても、既に工事を発注しておりまして、現在、右

岸の国道４２６号側の橋台１基と護岸工を施工し

ております。出水期等がありますので、１１月によ

うやく出水期が明けたことから、工事に着手したと

ころです。 

 なお、この工事につきましては、請負契約の変更

の必要が生じておりますので、１２月議会におきま

して、請負契約の変更の議案の提出を予定しており

ます。その際には、ご審議のほどよろしくお願いし

たいと思います。 

 １番、２番につきましては、どちらも橋梁工事で

ありまして、橋梁工事ということで河川の出水期、

６月から１０月までぐらいは工事ができませんの

で、その辺りで全体的に工期が長くかかっておりま

すが、早期完成に向けて事業の推進をしっかりして

いきたいというふうに考えております。 

 次に、３番の日高町松岡地内の市道池上・日吉線

の道路改良ですが、こちらにつきましては、昨年度

からの繰越工事も現在やっております。しかしなが

ら、ＪＲとの近接工事ということで協議に不測の期

間を要しておるため、その工事についても現在継続

中です。なお、今年度の工事につきましては、こち

らもＪＲとの近接協議を進めておりまして、現段階

では１月頃の発注を予定しております。 

 最後、４番目の城崎町楽々浦地内の市道風早線道

路改良工事です。これにつきましては、県の城崎大

橋の右岸取り合い道路に接続する道路になります

が、現在、県との様々な調整であったりということ

で設計中です。工事の発注につきましては１月頃と

いうことで予定をしております。 

 続きまして、４７ページをご覧ください。橋梁長

寿命化事業の推進です。 
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 豊岡市が管理しております市道の橋梁につきま

しては、全部で１，２４９橋あります。その中には

老朽橋梁も多く、安全性であったり、信頼性の確保

と効率的な維持管理が求められております。これま

では損傷が大きくなってから補修や架け替えを行

っていましたが、今後は、各橋梁の重要性や損傷状

況に応じた計画的な補修や架け替えを実施するこ

ととして、豊岡市橋梁長寿命化修繕計画、これを策

定いたしまして、これに基づいて橋梁長寿命化事業

を推進してるところです。 

 概要及び進捗状況ですが、今年度につきましては、

橋梁の補修工事といたしまして、豊岡市気比地内の

気比橋ほか３１橋ということで、既に完了したもの

が３橋、それから施工中が１５橋、入札準備中が１

橋、設計中が１３橋となっております。 

 それから業務委託ですが、これは補修工事をする

ための調査であったり設計になりますが、これにつ

きましては、竹野町の松本地内の松本橋ほか１０橋

ということで、業務中が５橋、入札準備中が２橋、

それから設計中は４橋ということになっておりま

す。 

 それから、道路橋の定期点検ですが、橋梁の点検

につきましては、道路法の規定によりまして、５年

に１回の頻度で近接目視によって行うことが義務

づけられております。今年度につきましては４１４

橋の橋梁について、現在点検を行ってるところです。 

 建設課からは以上です。 

○委員長（清水  寛） 続いて、都市整備課、石田

課長。 

○都市整備課長（石田 敦史） それでは、資料４８

ページのほうをご覧ください。 

 都市整備課からは、公園施設長寿命化計画と次の

Ｗｅぷらざ整備事業費の２件を説明させていただ

きます。 

 まず、公園施設長寿命化計画です。 

 市が管理いたします公園につきましては、特に都

市公園については、２０１９年度に策定しました公

園施設長寿命化計画に基づきまして、社会資本整備

総合交付金と公共施設等適正管理推進事業債の財

源を活用して公園の施設の更新を行っています。 

 概要です。国の補助を受けます社会資本整備総合

交付金事業では、今年度は昨年度からの繰越事業で、

通称ＳＬ公園の中央公園いこいを含めて、市内３か

所の遊具更新を行っています。それと、公共施設等

適正管理推進事業債では、今年度は出石城公園の登

城橋の改修工事を実施しています。 

 進捗状況です。社会資本整備総合交付金事業の中

央公園いこいの遊具更新工事につきましては、既に

１１月の５日に竣工し、工事は終えております。 

 ４９ページをお開きください。（２）の日高町民

公園遊具更新工事につきましても、今週末に工事の

完了検査を行う予定で、完了というふうになってお

ります。 

 （３）のすみれ公園ほか遊具更新工事ですが、こ

れにつきましては、日高の町民公園の遊具更新工事

の最終精算額によりまして、現行予算額の残額でも

って１２月１日の入札に向け、今準備を進めており

ます。３月下旬の完成を見込んでおります。 

 ２番の公共施設等適正管理推進事業債、出石城公

園の登城橋の改修工事につきましては、進捗は今現

在、まだ５％の状況ではありますが、これにつきま

しては、部材の製作準備に時間を要したことであっ

たり、また、１０月末までは出水期というふうなと

ころで、来年の３月下旬を完成予定として、今、鋭

意努力をしてるところです。 

 続いて、５０ページのほうをお開きください。Ｗ

ｅぷらざ整備事業です。 

 江原駅の東西連絡自由通路のＷｅぷらざは、竣工

後３０年が経過し、抜本的な雨漏り対策というふう

なところが必要な状況になってます。屋根、天井を

改修して、あわせて、経年劣化が著しい内外壁の修

繕を行っております。 

 概要です。総事業費は１億９，３５９万５，００

０円ということで、内容につきましては、軌道敷上

の自由通路の屋根、外壁の改修工事につきましては、

ＪＲへの委託工事、それ以外の、軌道敷以外の自由

通路、東西の階段屋根、天井、内外壁の改修工事が、

市が発注する工事として区分けしております。 
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 進捗状況です。それでは、５１ページのほうをお

開きください。 

 ２の市が発注する工事でございますが、（１）か

ら（３）の内容でそれぞれ事業を実施しております。

まだ５％の進捗状況でございますが、現在、現場で

は外周の仮設の足場が組まれ、自由通路の天井、内

外壁の撤去が今現在進められている状況です。いず

れにしましても、ＪＲ工事と市発注工事の連携調整

を図りながら進捗を上げていきたいというふうに

考えております。 

 説明は以上です。 

○委員長（清水  寛） 建築住宅課、谷垣参事。 

○建築住宅課参事（谷垣 秀人） それでは、建築住

宅課から４項目上げさせていただいております。 

 私のほうからは、５２ページの市営住宅の管理、

５５ページの老朽危険空き家対策の推進について

説明させていただきます。民間住宅耐震化の促進及

び土砂災害特別警戒区域の住宅等の対策について

は、山本課長から説明させていただきます。 

 それでは、５２ページをご覧ください。現況と課

題、基本方針、概要については省略させていただき

ます。 

 進捗状況です。まず、１点目の市営住宅の維持管

理でございますが、（１）公営住宅等長寿命化計画

に基づく工事は、２月２８日完成予定です。（２）

今森住宅１号棟電気温水器更新工事は７月１２日

に完成、日野辺住宅外灯修繕工事は１１月２５日完

成予定です。 

 ２点目の住宅使用料等の滞納対策です。（１）に

ついてですが、本人及び連帯保証人に対し催告をし

ましたが、支払いがない場合に裁判所に支払い督促

を申し立てています。今年度は５件です。（２）収

納率については、市営住宅使用料現年収納率は４年

連続、駐車場共益費については、８年連続１００％

の収納実績となっております。 

 ３点目の市営住宅の用途廃止に向けた取組につ

いてですが、対象住宅、一本松住宅１８戸のうち６

戸の移転完了、出合市場住宅４戸のうち、ゼロ戸で

すが、１戸については移転予定です。今年度から原

則３か年、最長５か年で実施しています。 

 ４点目の市営住宅の空き室活用対策ですが、定住

促進、お試し居住事業として５つの住宅で実施して

おります。入居率は１７分の１４戸です。その下、

栄町住宅を市内の大学に入学するために転入する

者の住宅として活用しております。入居率は１６分

の１３戸です。 

 続いて、５５ページをご覧ください。老朽危険空

き家対策の推進についてです。 

 進捗状況についてです。まず、１点目の空家等対

策協議会の運営ですが、年３回ほど予定してますが、

第１回を７月２日に開催、１２月に２回目を開催予

定です。 

 ２点目、老朽危険空き家の除却の実績です。補助

金を交付しての除却ですが、１件、土渕地区が完了

しております。２件、福田、御陵については現在実

施中です。 

 私のほうからは以上です。 

○委員長（清水  寛） 建築住宅課、山本課長。 

○建築住宅課長（山本 正明） 私のほうから２点報

告させていただきます。 

 ページ戻っていただきまして、５４ページをご覧

いただきたいと思います。 

 まず、民間住宅耐震化の促進についてということ

でございます。ざくっと言いましたら、まず、無料

で耐震診断をしていただいて、その結果を受けて必

要な耐震改修工事をしていただく。これらの支援を

行っていって耐震率を向上させるという考え方で

ございます。 

 概要及び進捗状況のとこをご覧いただければと

思います。実績でございます。 

 まず、先ほど申しました簡易耐震診断につきまし

ては、現時点、申請が４０名ということで、耐震診

断を実施していただいておるというものでござい

ます。 

 それを受けて、２以降の住宅耐震改修工事の推進

としております。 

 （１）に豊岡市住まいの耐震化促進事業補助金と

いうことで、（１）に係りますのが国の社会資本整
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備総合交付金、この交付金事業を使っての事業とい

うことになりますが、アで、まず計画をつくるとい

う作業がございます。これが４名申請がございます。 

 そして、その下で、イ、ウで、イで全体補強いう

ことで、建物全体の耐震改修、これが２名でござい

ます。ウのとこでは部分的に行うというのが簡易耐

震改修工事ということで、これは申請はございませ

ん。あと、その下にエと、防災ベッドとありますけ

ども、防災ベッドというものを設置するというもの

ですけども、申請はございません。 

 その下、（２）で豊岡市住宅耐震リフォーム補助

金、これが市単で行っておりますけども、まず、ア

の居室等補強型耐震改修工事費補助ということで、

耐震診断を受けて、そのまま耐震改修の居室等、部

屋等を重点的に耐震かけるという工事とリフォー

ムも含めて補助するという形で、１６名の方が申請

をされとる状況でございます。 

 イにつきましては、豊岡市住まいの耐震化促進事

業加算型ということで、先ほど申しました、２の

（１）のとこですけども、イもしくはウ、これ、交

付金事業と申しました。これにはリフォームがござ

いませんので、これらの工事と同時にリフォームさ

れたときには市単で支援するという考え方の補助

でございます。現在、２名の方が申請しとられると。

これにつきましては、耐震改修工事だけではなかな

か着手していただけづらいというふうな形もある

中で、リフォームという、リフォーム工事も補助対

象にすることによってインセンティブ、動機づけに

なればという形での施策としてやっとるものでご

ざいます。 

 住宅耐震については以上でございます。 

 続きまして、５６ページをご覧ください。土砂災

害特別警戒区域内の住宅等の対策ということで。 

 ご承知のとおり、豊岡市におきましては、土砂災

害警戒区域、イエローが１，８４２か所指定。その

中でも土砂災害特別警戒区域、これがレッドゾーン

と言ってますけども、９２２か所の指定がございま

す。県のほうで指定しておられますけども、これに

対する、このレッドゾーンの地域内にございます住

宅、概要で進捗のこと書いておりますけども、土砂

災害対策移転支援ということで、まず、移転につき

まして、そのゾーン内の住宅、これの移転するに当

たっての住宅の建設に対する融資、融資に対する補

助、そして、新たに建てる建設に関する経費に対す

る補助、合わせまして総額６２１万円という補助制

度を設けておるんですけども、現時点においては、

この申請はゼロでございます。そして、残された住

居、これを除却するという費用、これが３分の２補

助での１３３万３，０００円の補助限度額というの

ありますけども、同様にゼロという状況です。 

 あと、それとは別に、２のとこで書いております

豊岡市住宅土砂災害対策防護壁等整備支援事業と

いうことで、これも申請はございませんけども、レ

ッドゾーン地域内の住宅、アで住宅、イで建築物と

いうことで、ホテルとか旅館。移転はできないけど

防護壁等で対応するといったときに対する支援の

ものでございます。これにつきましても、現時点に

おいては申請がゼロと。それぞれの補助制度の補助

率等云々につきましては、それぞれ記載しておりま

すので、ご確認いただければと。この事業につきま

しては、現時点では申請等はないという状況でござ

います。 

 最後に、事務概要調書にはちょっと記載しており

ませんけど、１点、ちょっと進捗状況を報告させて

いただきたいと思います。 

 高屋区にございます旧高屋厚生年金住宅、これに

つきまして、１９６３年というか、昭和３８年に鉄

筋コンクリート造の４階建て、あと、部屋数が４０

ということで建設されまして、共同住宅として使用

されてきましたけども、老朽化などによりまして、

２０１６年、つまり平成２８年に用途廃止をしてお

ります。この用途廃止以降、除却するとか、除却し

て土地を売却するとか、もしくは利活用といったこ

とについて検討してきたんですけども、本年、それ

を前向きに進めるためにサウンディング型市場調

査、これを実施した中で、民間のご意見の中で、建

物、土地とも市場性はないというご意見もあった一

方、現況施設のリニューアルなんかによって活用が
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できるというようなご意見、提案がございましたの

で、市としまして検討した中で、市有財産の有効活

用、財政的な観点からも、この提案に沿った、現況

のままでの土地、建物の売却、これが最善と考えま

して、それと、時期を逃さないといったこともあり

まして、この９月の補正におきまして、これらの土

地、建物、売却に向けた経費等、補正予算をお認め

いただきまして、このたびほぼ売却に向けた準備が

整いましたので、報告させていただくということで

ございます。 

 一応、この作業が終わったことによって、当該土

地、建物、一般競争入札による売却という方向で、

来週には募集の受付を開始して、年内には落札者が

あれば落札決定という形で売却につなげればなと

いう状況におるということで、１点ちょっと、ペー

パーございませんけれども、進捗状況で報告させて

いただきます。以上でございます。 

○委員長（清水  寛） ありがとうございました。 

 ちょっと時間が押しておりまして、質問があれば

受けたいなと思うんですけども、思うだけで、進め

たいと思います。 

 当局のほうから、特にご発言はありますでしょう

か。 

 はい、井垣参事。 

○農林水産課参事（井垣 敬司） 時間押してますと

ころ誠に申し訳ありません。災害復旧事業の進捗状

況をご報告させてください。 

 別途配付いただきました、右上の囲みに２０２１、

１１１８（農林水産課）とある資料をご覧ください。

よろしいでしょうか。（「はい」と呼ぶ者あり） 

 ８月１３日から１５日にかけての前線による大

雨に係る災害復旧事業でございます。農地等の被害

ということで、表をご覧ください。区分について少

し触れさせていただきます。 

 補助災害とありますのは、国の査定を受ける国庫

負担がある事業です。小災害については起債を活用

した単独事業でございます。被災報告をいただいた

件数は最終的に、農地９件と農業用施設１７件で、

合わせて２６件となりました。そのうち災害復旧事

業の対象となりますのが１１件でございます。 

 内訳については、ご覧のとおりですが、農地被害、

こちらは田や畑が対象となるものでございます。農

業用施設につきましては、用水路、排水路、ため池、

農道などが対象となるものでございます。 

 進捗状況です。補助災害の国による災害査定が１

１月２９日に実施されます。その後、順次工事発注

を行いたいというふうに考えておりますし、小災害

につきましては、７件のうち５件発注済みで、竹野

地域の２件が完成している状況です。いずれも年度

内完成を目指しているところです。 

 ご報告は以上です。 

○委員長（清水  寛） 説明終わりました。 

 質問がありましたら、できれば個別に、それぞれ

の担当課のほうにお聞きいただけたらと思います。 

 ほかにないようでしたら、そうしましたら、当局

の皆さんは退席していただいて結構です。お疲れさ

までした。 

 暫時休憩します。再開は１１時２５分。 

午前１１時１９分休憩 

──────────────────── 

午前１１時２３分再開 

○委員長（清水  寛） そうしましたら、お待たせ

しました。会議を再開したいと思います。 

 それでは、後半の部署に入ります。 

 改めて３番の自己紹介に入ります。 

 今回は役員改選後、初めての委員会であります。

ここで出席者の皆さんに自己紹介をいただきたい

と思います。 

 まず、委員からですが、このたび、当委員会の委

員長を拝命いたしました清水寛でございます。どう

ぞ、皆様よろしくお願いいたします。 

 建設経済委員会は、特にコロナ後の地域経済の立

て直しという部分に非常に大きな役割を担う部署

だと思います。また、人口減少の中で様々な見直し

や検討をしていかなければならないということで、

この１年も、当然ですけども、この４年間というと

ころでしっかりと取り組んでいかないといけない

と思います。ぜひ、当局の皆さん、それで、議員の
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皆さんも、しっかりと取り組んでいきたいと思いま

すので、よろしくお願いします。 

 特にまた、見ていただいたとおり、ベテランに支

えていただきながら新人が非常に多い委員会とな

っております。ですので、若手の皆さんのアイデア

もいただきながら、しっかり意見を聞いて委員長を

務めてまいりたいと思いますので、どうぞよろしく

お願いします。 

 副委員長。 

○委員（竹中  理） 副委員長の竹中です。５年ぶ

りの建設経済委員ということで、久しぶりに来させ

てもらいました。委員長をしっかり支えていきたい

というふうに思っております。 

 委員長も言われましたけど、非常に若い委員が多

いので、丁寧に教えていっていけたらなというふう

に思います。私自身もしっかりまた勉強し直して、

若い方と化学反応を起こしながらしっかり頑張っ

ていきたいと思います。よろしくお願いします。 

○委員（荒木慎大郎） 荒木慎大郎でございます。１

年目でございまして、まだまだ勉強不足でございま

す。何とぞよろしくお願いいたします。 

○委員（米田 達也） 米田です。よろしくお願いし

ます。 

○委員（森垣 康平） 森垣です。いろいろと教えて

いただかなければいけないと思いますので、よろし

くお願いいたします。 

○委員（石田  清） 石田です。よろしくお願いし

ます。 

○委員（西田  真） 西田です。３年ぶりの建設経

済委員会です。どうぞよろしくお願いします。 

○委員（須山 泰一） 須山泰一です。しっかり学ん

でいきたいと思いますので、どうぞよろしくお願い

します。 

○委員長（清水  寛） 次に、各振興局から名簿順

にお願いします。 

○城崎振興局長（植田 教夫） 失礼いたします。城

崎振興局の振興局長をやっております植田です。ど

うぞよろしくお願いいたします。 

○城崎振興局地域振興課参事（橋本 郁夫） 城崎振

興局地域振興課参事の橋本です。どうぞよろしくお

願いします。 

○城崎温泉課長（山田 和彦） 城崎振興局城崎温泉

課長の山田と申します。どうぞよろしくお願いいた

します。 

○竹野振興局長（瀧下 貴也） 竹野振興局長、瀧下

でございます。よろしくお願いします。 

○竹野振興局地域振興課長（平尾 喜彦） 竹野振興

局地域振興課長の平尾でございます。よろしくお願

いします。 

○日高振興局長（小谷 士郎） 日高振興局長の小谷

士郎です。よろしくお願いします。 

○日高振興局地域振興課参事（吉田 政明） 日高振

興局地域振興課参事の吉田と申します。よろしくお

願いいたします。 

○出石振興局長（村上 忠夫） 出石振興局長の村上

です。どうぞよろしくお願いいたします。 

○出石振興局地域振興課参事（川﨑  隆） 出石振

興局地域振興課参事の川﨑です。どうぞよろしくお

願いします。 

○但東振興局長（羽尻 泰広） 但東振興局長の羽尻

と申します。よろしくお願いいたします。 

○但東振興局地域振興課参事（小川 一昭） 但東振

興局地域振興課参事の小川と申します。よろしくお

願いいたします。 

○上下水道部長（河本 行正） 上下水道部長の河本

です。どうぞよろしくお願いいたします。 

○水道課長（谷垣 康広） 上下水道部水道課課長、

谷垣です。よろしくお願いします。 

○水道課参事（和田 哲也） 失礼いたします。上下

水道部水道課の和田と申します。水道料金改定の担

当をしております。よろしくお願いします。 

○下水道課長（榎本 啓一） 上下水道部下水道課長

の榎本です。どうぞよろしくお願いします。 

○下水道課参事（堀田 政司） 上下水道部下水道課

参事の堀田いいます。どうぞよろしくお願いします。 

○農業委員会事務局長（丸谷 祐二） 農業委員会事

務局長の丸谷です。よろしくお願いいたします。 

○事務局主幹（小林 昌弘） 議会事務局、小林です。
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よろしくお願いします。 

○委員長（清水  寛） ありがとうございました。 

 それでは、（１）委員会所管事項の事務概要に入

ります。 

 進め方としましては、まず、各振興局から説明し

ていただいた後、振興局一括して質疑を行います。

その後、上下水道部及び農業委員会事務局の順に、

部、局ごとに説明、質疑を行いたいと思います。 

 なお、委員の皆さん、当局の皆さん、質疑、答弁

に当たりましては、くれぐれも要点を押さえて簡潔

明瞭に行うなど、スムーズな議事進行に格別のご協

力をお願いいたします。 

 また、委員会での発言は、委員長の指名の後、マ

イクを使用して発言者名を名のってから行ってい

ただきますようご協力願います。 

 それでは、まず、各振興局の説明を城崎振興局か

ら順にお願いいたします。 

 橋本参事。 

○城崎振興局地域振興課参事（橋本 郁夫） それで

は、５７ページをご覧ください。城崎振興局の取組

についてご説明を申し上げます。 

 城崎地域、城崎温泉では、夏休み、またカニの漁

期でにぎわう繁忙期と、春、秋の閑散期の観光客の

入り込み数の差を縮小することが課題となってお

ります。このため、城崎温泉の景観を構成する重要

な要素である街路樹や太鼓橋といった城崎温泉の

代表的な景観を保全し、年間を通じた観光客の誘客

を図ることとしております。 

 具体的には、振興局プロジェクトとしまして、１

つ目、夏の風物詩として定着しています、平日の観

光客増加に寄与している城崎温泉夢花火事業への

支援を継続しています。本年度も７月２６日から８

月２９日までの平日１６日間に花火を打ち上げら

れて、これに対しまして補助金の交付決定を行って

おります。 

 ２つ目に、樹木の老化等により樹勢が衰え、倒木

など危険性がある柳や桜について、剪定、植え替え、

土壌改良などを実施し、大谿川沿いの桜並木などの

温泉街の美しい景観の形成に必要な樹木の健全な

育成を図っております。これにつきましても、現在、

業者のほうに業務委託しまして、年度末に向けて業

務を進めております。 

 ３つ目は、大谿川に架かる４つの太鼓橋やパラペ

ットの表面に剥離や亀裂が発生しているため、周囲

の景観と調和をした美装化工事を引き続き実施し

ております。本年度の計画につきまして、現在工事

の実施中でございます。 

 あと、もう１点ですが、本年度は御所の湯ポケッ

トパークの池、そこへヘドロが堆積しておりました

ので、その対策として池の再整備ということで現在

工事を行っておりまして、間もなく完成予定となっ

ております。 

 城崎振興局としましては、以上となります。 

○委員長（清水  寛） 次、竹野振興局、平尾課長。 

○竹野振興局地域振興課長（平尾 喜彦） 竹野振興

局の取組について説明させていただきます。５８ペ

ージをご覧ください。 

 竹野地域では、人口減少の緩和と地域振興を図る

ため、本年度、振興局プロジェクト事業として３事

業及び竹野川湊館の改修事業に取り組んでいます。 

 それでは、それぞれの事業について、概要と進捗

状況を説明いたします。なお、進捗状況は次ページ

に記載していますが、説明については、これらを含

めた説明とさせていただきます。 

 まず、振興局プロジェクト事業です。 

 １つ目のプロジェクションマッピング事業は、昨

年制作しました映像を夏と冬の２回、竹野川湊館で

上映する予定でしたが、新型コロナウイルス感染拡

大防止のため夏の開催を中止し、既に９月議会で減

額しています。冬の開催は２月中旬以降を予定して

います。 

 ２つ目の仲田光成作品貸出事業は、先生より寄贈

を受けた作品の一部、２７作品について有料で貸出

しを行うものです。７月から開始しており、現在、

１件を貸出中、また、２件についても申込みがされ

ている状況です。 

 ３つ目の竹野焼杉板景観保全事業は、竹野地域の

景観保全を推進するため、家屋の外壁に焼き杉板を
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使用された場合、材料費の一部を補助する事業で、

４月から受付を開始し、現在、２件の申請を受けて

おります。 

 次の、竹野川湊館改修事業は、仲田光成記念館と

川湊資料館を改修するもので、工事の入札は１１月

中旬に予定しており、昨日に実施されました。来年

２月の完成予定としております。 

 説明は以上です。 

○委員長（清水  寛） 続いて、日高振興局、吉田

参事。 

○日高振興局地域振興課参事（吉田 政明） ６０ペ

ージをご覧ください。日高振興局の取組のうち、日

高振興局プロジェクト事業等の進捗状況について

説明します。 

 今年度も新型コロナウイルス感染症の影響によ

り、事業の中止や若干の遅れが生じている状況です。 

 日高振興局プロジェクトの１つ目、道の駅神鍋高

原隣接地のホテル建設のためのインフラ整備です。

昨年度の上下水道管布設工事等に引き続き、今年度

は舗装復旧工事を着手しており、年末に完了する予

定です。 

 ２つ目の、このホテルの立地を契機に、道の駅の

機能を周辺施設等との連携により強化する計画策

定と実行です。計画についてはおおむね完成し、飲

食施設の機能強化に向け、先行的に事務を進めてい

るところです。 

 具体的には、指定管理者である日高振興公社が行

う飲食の運営について、周辺事業者のサポートによ

り運営し、機能強化が図れるよう調整しているとこ

ろです。 

 ３つ目の、日高地域文化芸術によるまちづくり事

業についてです。江原河畔劇場の公演や豊岡演劇祭

などで日高に訪れるお客さんを温かく迎えられる

よう、市民参加型のイベントを来年の２月か３月頃

に開催する予定です。 

 ４つ目の、日高地域の先輩に学ぶ事業についてで

す。日高東中学校と日高西中学校で予定している事

業について、１２月と来年の２月から３月に開催す

る予定で準備を進めています。 

 次に、観光事業の１つ目の、日高夏まつり補助に

ついてです。今年度も新型コロナウイルス感染拡大

防止のため開催が中止となり、９月議会において補

助額を減額補正しました。 

 ２つ目の、道の駅神鍋高原の施設管理についてで

す。高圧受電設備の塗装修繕について、６月に完了

しました。 

 ３つ目の、神鍋温泉ゆとろぎの施設管理について

です。受水槽の補修工事について、９月に完了しま

した。 

 ４つ目の、湯の原温泉オートキャンプ場の施設管

理についてです。高圧受電設備の改修工事について、

１２月中に完了する予定です。 

 説明は以上です。 

○委員長（清水  寛） 続いて、出石振興局、川﨑

参事。 

○出石振興局地域振興課参事（川﨑  隆） 出石振

興局からは、６２ページの出石振興局の取組につい

てご説明をさせていただきます。 

 昨年の引き続きとなりますが、出石への観光客の

ほとんどがマイカーでの来訪となっており、週末に

は渋滞が発生してる状況です。繁忙期には特に大渋

滞を起こしており、車と歩行者がふくそうするなど

の渋滞であり、市民生活にも大きな影響を及ぼして

いるところです。この課題を解決するために交通の

流れや交通量の実態調査を実施し、地域の意向を踏

まえ、協働による交通環境の改善によって、安心、

安全な城下町出石の町並みと風情を生かしたまち

づくりの一層の推進を図るとしています。 

 今年度の事業につきましては、昨年度実施した交

通量、駐車場利用状況、来訪者等のアンケート調査

などの基本調査の結果を基に、地域課題を検討委員

会で洗い出して、今後の方針を検討する交通環境改

善計画を策定することとしています。 

 進捗状況につきましては、兵庫県立大学、近畿大

学、大阪大学にそれぞれ調査、作業を実施していた

だいておるところですが、コロナ禍による緊急事態

宣言により若干作業が遅れているところです。調査

はおおむね終了しているところでありますが、引き
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続き、計画書の策定をしていただいているところで

す。 

 出石振興局からは以上です。 

○委員長（清水  寛） 続いて、但東振興局、小川

参事。 

○但東振興局地域振興課参事（小川 一昭） 資料６

３ページをご覧ください。但東振興局の取組につい

てご説明いたします。概要に対する進捗状況でご説

明いたします。 

 １、但東振興局プロジェクト事業では地域コミュ

ニティと協働して、但東の住まいや生活などの暮ら

しの情報を発信し、移住定住者を促進するための事

業を行っております。 

 １つ目は、地域と協働による空き家活用促進です。

移住者を対象とした空き家の活用について、但東地

域においては現在２２戸を市のホームページ「飛ん

でるローカル豊岡」で情報発信し、移住の促進を図

っているところです。引き続き、地域コミュニティ

組織等との協働による空き家の活用促進を進めて

まいります。 

 ２つ目は、移住促進住宅の運営事業です。但東地

域では、現在１０戸の住宅を管理しており、うち赤

野移住促進住宅の４戸が空室です。近隣市町の企業

や商工会等への募集チラシの配布、募集ポスターの

掲示、市ホームページ等より入居者の募集を行って

おります。 

 次のページをご覧ください。 

 ３つ目の教育民泊推進事業につきましては、農業

や農村の暮らしを体験するいのちの輝き体験教育

旅行を推進し、地域の活性化を図ることを目的に実

施しています。昨年と同様に、新型コロナウイルス

感染症の影響で神戸市の中学生の受入れは全てキ

ャンセルとなりました。来年度の実施に向け、中学

校との調整を再開したいと考えております。 

 ２、但東シルク温泉やまびこ施設管理につきまし

ては、施設建設から約３６年が経過し、山腹のり面

の風化が進行したことで小規模の崩壊が各所で発

生しております。施設利用者の安全を確保すべく復

旧に向けた調査、測量、設計業務を実施、対策工法

を検討しているところです。また、経年劣化が進む

イ、ウ、エの設備等についても更新工事を実施して

おります。 

 説明は以上でございます。 

○委員長（清水  寛） 説明は終わりました。 

 質問をもらいたいとこですけれども、どなたか１

点、簡潔にであれば。特になければ。 

 そしたら、次に、上下水道部の説明をお願いしま

す。 

 水道課、谷垣課長。 

○水道課長（谷垣 康広） ６５ページをご覧くださ

い。水道施設の整備について説明いたします。現状

と課題、基本方針につきましては省略させていただ

きます。 

 概要及び進捗状況でございます。２０２１年度の

主な事業の進捗状況となります。 

 １番、大見塚受水池・配水池改築事業、これは城

崎地域の城崎小学校の隣接する山への設置するも

のですけども、老朽化した受水池、配水池の耐震化

のため改築を行うもので、今年度は配水池予定地へ

の進入路の整備と用地の買収を行うものです。工事

の進捗につきましては１０％程度となっておりま

す。年度末の完成を予定してるところです。用地に

つきましては関係者には事前の承諾をいただいて

おりまして、年内の契約に向け、事務を進めており

ます。 

 ２番目に岩中浄水場改築事業、日高地域の旧日高

町時代にもございました岩中浄水場です。老朽化し

た浄水場の自家発電設備・電気計装設備の更新を図

るものです。進捗は１０％程度でございますが、年

度末に向けて完成の予定です。 

 ３番から５番は国県と調整中でございまして、施

工時期未定としております。 

 ３番、城崎港給水区配水施設整備事業、主要地方

道豊岡瀬戸線で城崎から港地区への安定した水道

水の確保のため行うものです。 

 城崎大橋架替関連事業、これは県が実施します城

崎大橋の架け替え事業に伴います右岸、左岸での配

水管の移設等を行うものです。 
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 県道豊岡インター線道路改良工事、これにつきま

しては、豊岡病院付近の県道豊岡インター線の道路

改良工事に伴います布設替えを予定しているもの

です。 

 これら３番から５番につきましては、国県の進捗

に合わせて行おうとしておりまして、現在のところ、

国、県とも工事の予定ができていないというところ

で、年度内に工事発注されるかも含めて定まってい

ない状態ということで、今後、調整しながら、調整

でき次第、配置を行う予定としております。 

 ６番の老朽管更新事業です。市内各地での漏水事

故の頻度の高いところを優先しまして、耐用年数に

よる更新計画を行っております。老朽管の更新工事

の状況ですけども、現在、完了が７件、施工中１件、

設計完了が５件、設計中６件となっております。工

事ごとの進捗につきましては記載のとおりという

ことで、ご清覧いただけたらと思います。工事につ

きましては、いずれも年度内完成を予定していると

ころです。 

 ７番、浄水場等設備更新事業です。市内各所の老

朽化した電気設備の更新１３施設と出石地域の監

視通報装置につきまして、クラウド化への更新を行

うものです。完了が２件、施工中７件、設計完了が

１件、設計中５件となっております。工事ごとの進

捗につきましては記載のとおりでございます。いず

れも年度内の完成を目指しているものです。 

 説明は以上でございます。 

○委員長（清水  寛） 続いて、水道課、和田参事。 

○水道課参事（和田 哲也） 私のほうからは水道料

金改定の検討についてご説明申し上げます。６７ペ

ージをご覧ください。 

 水道料金の改定につきましては、来年度、２０２

２年から２０２６年度の５年間の料金について、こ

の春から検討を進めてまいりました。下のほうの進

捗状況にも記載していますが、９月３０日に公営企

業審議会から答申をいただき、その後、市の方針を

決定いたしました。その内容につきましては、１０

月２６日、そして１１月１日に議員説明会を、１１

月１６日、一昨日には全員協議会でご説明申し上げ

たとおりでございます。 

 新しい料金につきましては、現時点では、来年度

４月１日から適用したいということでご説明を申

し上げてましたが、現在は、１２月定例会に条例改

正案を上程させていただきたいということで準備

を進めております。以上でございます。 

○委員長（清水  寛） 続いて、下水道課、榎本課

長。 

○下水道課長（榎本 啓一） ６９ページの汚水整備

事業について説明させていただきます。 

 汚水事業については、整備をほぼ終えておりまし

て、現在は施設の適切な維持管理と処理区の統廃合

及び長寿命化を含めた改築及び更新を実施してお

り、下水道事業の効率化を進めております。 

 進捗状況についてです。 

 統廃合事業の（１）番、統廃合基本詳細設計につ

いては、但東北処理区を出石処理区に統合するため

のもので、進捗率は３５％です。 

 次に、（２）番、豊岡市公共下水道事業計画策定

は、幹線ルートの一部を変更するためのものであり、

進捗率は５０％です。 

 次に、（３）番、統廃合工事は廃止する浄化セン

ターをポンプ場に改造して機器を大幅に削減する

とともに、汚水調整槽として利用するための工事と

統合先までの管渠工事です。１０ある処理区の進捗

率はゼロから２０％で、まだ未発注の工事もありま

すが、年内には全ての工事を発注する予定です。 

 次に、長寿命化事業の（１）番、（２）番、（３）

番と、それぞれ工事の名称は違いますが、内容につ

いては皆同じで、機器の更新等を適切な時期に行い、

施設の長寿命化を図る工事です。進捗率については

５％から５０％です。 

 次に、７０ページをご覧ください。先ほど説明さ

せていただきました事業の箇所図で、凡例にありま

すように、統廃合事業は青色囲いの１２か所、長寿

命化事業は赤色囲いの５か所、また、道路工事に伴

う汚水管の移設工事及び雨水幹線工事等を緑色囲

いで表示しておりますので、またご清覧ください。 

 続きまして、７１ページをご覧ください。下水道
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使用料の改定の検討についてです。検討に当たりま

しては、水道同様、公営企業審議会に諮り、審議を

８回重ねていただきまして、９月３０日に現行の下

水道使用料を据え置くことが適当であるとの答申

を受けまして、市の方針として、現行の使用料を据

え置くことといたしております。 

 説明は以上です。 

○委員長（清水  寛） 説明は終わりました。 

 質疑、簡単に、どなたかあれば。よろしいか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） そしたら、続いて、農業委

員会事務局の説明をお願いします。 

 丸谷局長。 

○農業委員会事務局長（丸谷 祐二） 資料は７３ペ

ージをご覧ください。 

 農業委員会におきましては、主に農業委員会法第

６条に規定する事務を所掌しております。 

 資料に基づきまして、それぞれの進捗状況につい

てご説明をさせていただきます。 

 １点目は、農地法に基づく許認可事務でございま

す。毎月１回農業委員会の総会を開催し、農地法等

に基づく農地の権利設定の許可や転用等に係る意

見の進達等をしております。なお、本年度の１０月

末現在での申請許可等の件数ですけれども、おおむ

ね前年度並みの件数となっておりますが、今年度の

特徴として、住宅建設に係る法５条許可の申請とい

うのが増加している、こういった傾向が見てとれて

おります。 

 続いて、次のページ、７４ページです。 

 ２点目は、遊休農地の発生防止・解消でございま

す。農業委員、農地利用最適化推進委員の活動を円

滑に進めるために、おおむね旧市町ごとの部会を構

成をして、日頃から違反転用等を含めた農地のパト

ロール、それから、耕作者の方が離農されたり死亡

されたりといった場合の遊休農地になり得るよう

な、予備軍と言われるような、遊休農地予備軍と呼

んでおりますが、こういった農地が増えないように

新たな耕作者等をつなぐ、そういった活動を実施を

しております。７月には事務局も加わりまして、市

内全域で農地利用状況調査を実施をしております。

今後、この調査の結果を踏まえまして、利用意向調

査及び非農地判断を実施することとしております。 

 ３点目は、担い手への農地利用の集積・集約化及

び新規参入の促進でございます。昨年の６月に策定

をいたしました「農地等の利用の最適化の推進に関

する指針」というのがあります。これに基づきまし

て、担い手への農地の集積、それから、新規参入の

促進のための活動を実施しております。 

 具体的には、新規で就農された方が経営の規模拡

大をしようというときに、農地の確保のための調整

を地元の推進委員さんを中心に実施をしていって、

経営規模の拡大に協力をした、こういった事例がご

ざいます。 

 ４点目は、農地利用最適化推進委員の活動でござ

います。平成２９年度から制度改正によりまして委

嘱しております農地利用最適化推進委員につきま

しては、農業委員と連携して対応する体制を構築す

るために、農業委員も地域部会に参画をして、一緒

になって地域課題への対応や情報の共有、農地の利

用調整といった活動の円滑化を進めております。今

後、冬場の農閑期となりますことから、この期間を

利用しまして委員活動に必要な知識や情報の収集、

習得の機会の確保に努めることとしておりまして、

研修活動等を中心に実施する予定にしております。 

 農業委員会からは以上です。 

○委員長（清水  寛） 説明が終わりました。 

 質問等ございませんか。 

○委員（西田  真） １点だけ。 

○委員長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） ７３ページの農地法に基づく

許認可事業ということで、農地から地目変更の件数

とか面積とか、どれぐらいあったかちょっと確認を

させてください。 

○委員長（清水  寛） 丸谷局長。 

○農業委員会事務局長（丸谷 祐二） ちょっと今、

手元に資料を持っておりませんので、後ほど、では、

届けさせていただくということでよろしいでしょ

うか。 
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○委員長（清水  寛） そうしましたら、資料を全

員にまた配っていただきたいと思います。 

○委員（西田  真） 以上です。 

○委員長（清水  寛） それでは、ほかにないよう

ですので、事務概要についてはこの程度でとどめて

おきたいと思います。 

 この際、当局の皆さんから特にご発言はあります

でしょうか。 

 ないようでしたら、当局の皆さんは退席していた

だいて結構です。お疲れさまでした。 

 次に、（２）の委員会の運営方針についてを議題

といたします。 

 参考までに、前期の重点調査事項を別紙１に記載

しておりますが、改めて今期の委員会重点調査事項

について協議をお願いいたします。 

○委員（西田  真） このままでいいと思います。 

○委員長（清水  寛） ありますか。今、西田委員

からこのままでいいとありましたが、よろしいです

か。（「はい」と呼ぶ者あり） 

 そうしましたら、今現在あります重点調査事項を

引き続き、今期の重点調査事項としていきたいと思

いますので、よろしいでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） じゃあ、そのように決定い

たしました。 

 次、（３）各種委員の選任についてです。 

 別紙２にありますように、まず、条例等によりま

して委員長が充て職として、豊岡市農業振興審議会

委員、豊岡市災害対策本部出席者及び豊岡市表彰審

査委員会委員を務めることになっております。 

 次に、互選によるものとして、当委員会からは豊

岡市都市計画審議会委員を３名選出することにな

ってます。この件について、希望の委員は挙手でお

願いしたいと思いますけども、いかがでしょうか。 

○委員（西田  真） なければ。 

○委員長（清水  寛） そしたら、今、お二人。あ

とお一人。 

 今、石田さん、手挙げられた。いいですか、最後、

よろしいか。 

 そうしましたら、西田委員、竹中委員、石田委員

の３名でお願いしたいと思います。よろしくお願い

します。 

 続いて、委員会の席次についてということで、今

日は席札を並べてこのようにさせていただきまし

たけども、特にこの席次についてご意見があれば。 

 西田委員。 

○委員（西田  真） このままで結構だと思います。 

○委員長（清水  寛） そうしましたら、今、お座

りの状態でしていきたいと思いますので、このよう

に決定いたします。 

 続いて、５、その他ということで、全体を通して

委員の皆さんから特にご発言があればと思います

けども。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） よろしいですか。 

 非常に前半ゆったりし過ぎて、後半巻きが入るよ

うな感じで、せかしまして申し訳ありませんでした。 

 特にないようでしたら、これで建設経済委員会協

議会を閉会いたします。お疲れさまでした。 

午前１１時５８分閉会 

──────────────────── 

 


